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「アジア・アフリカ支援田での田植え作業」（札幌分会）
表紙の写真は、昨年9月に釧路市で開催された「農業・農村フェアin KUSHIRO」において披

露した、牛乳パックで作られたジャンボ牛です。北海道農政事務所釧路地域拠点が牛乳の消費拡大
の取り組みとして企画し、JA北海道中央会釧路支所等の協力のもと、釧路市など近隣町村の小学
生から約3，000パックが集まり、約一月半をかけて作成されたものです。
なお、上掲の写真は、北海道・由仁町で行われた、アジア・アフリカ支援田での田植えのイベン

トです。連合北海道の取り組みとして、子ども食堂の関係者（親子・学生）などの参加も得ながら、
当日は約80人が参加しました。収穫の秋が楽しみです。
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◎「アメリカ2018年農業法」は全農林・農村と都市をむすぶ編集部（TEL03-3508-
4350）、「食と農の貿易ルール入門」は昭和堂（TEL075-502-7503）、「農政トラ
イアングルの崩壊と官邸主導型農政改革」は農林統計協会（TEL03-3492-2990）
までお問い合わせください。

食と農の貿易ルール入門
基礎から学ぶWTOとEPA/TPP

WTO、EPA、TPP、FTA、メガFTA―新聞やテレ
ビでは、貿易交渉をめぐってさまざまな言葉が飛び
交っている。とっつきにくく感じることも多いニュ
ースを、どうすれば理解できるのか？重要なキーワ
ードのわかりやすい解説や「新聞記事で学ぶ」とい
うコーナーとともに、食や農に関わる人が知ってお
くべき貿易ルールを基礎から学ぶ。

作山 巧 著

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

2023年まで5年間のアメリカ農業政策のあり方を規定
する農業法が成立
○農業所得の大幅減に対し、不足払いを15％引き上げる
○トランプ政権による農場保護の動きが加速化

アメリカ2018年農業法
所得保障の引き上げ・強まる農場保護の動き

農政トライアングルの崩壊と官邸主導型農政改革
安倍・菅政権下のTPPと農協改革の背景

第2次安倍政権では、自民党農林族・農水省・農協から
成る農政トライアングルが崩壊し、TPP締結や全中解体
のような急進的な農政改革が首相官邸主導で実現した。
その背景にある地殻変動を、TPP参加協議にも従事した
元農水官僚の研究者が明らかにする。

服部信司 著

作山 巧 著

◎「水田活用新時代」は農文協（農業書センターTEL03-6261-4760）、「農政改革下の
農業・農村」は農林統計出版（TEL03-3511-0058）、「日本酪農への提言」は全農林
・農村と都市をむすぶ編集部（TEL03-3508-4350）までお問い合わせください。

「農政改革」下の農業・農村
神山安雄 著

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

－減反・転作対応から地域産業興しの拠点へ－

水田活用新時代

谷口信和・梅本 雅・千田雅之・李 侖美 著

「日本酪農への提言」
持続可能な発展のために

米価下落、TPP・自由化路線に抗し、
水田を地域農業・産業の拠点として
活かすための実践的提案の書

小林信一 著
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「YOSAKOIソーラン祭り」（編集部）
例年6月の上旬に開催される「YOSAKOIソーラン祭り」（札幌市）は、今年で32回を迎えました。

3年余のコロナ禍では中止や規模縮小を余儀なくされてきましたが、今回は4年振りの通常開催とな
りました。全国（海外含む）から238チームが参加し、大通公園を中心に5日間踊り続けられ、市民
はもとより観光客の皆さんを楽しませてくれました。
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ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
を
開
始
し
て

か
ら
一
年
が
過
ぎ
た
が
、
終
結
の
め
ど
は
い
ま
だ

に
た
っ
て
い
な
い
（
二
〇
二
三
年
五
月
六
日
時

点
）。
両
国
の
人
的
損
害
の
実
態
は
定
か
で
は
な

い
が
、
途
方
も
な
い
数
の
人
命
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に

想
像
で
き
る
。
今
回
の
戦
争
の
分
析
は
テ
レ
ビ
や
書
籍
等
で
も
多

く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
代
表
的
な
経
済
指
標
で
あ
る
一

人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
Ｕ
Ｓ
ド
ル
）
を
並
べ
、
戦
争
の
経
済
的
側
面

を
眺
め
て
み
た
い
。

表
は
旧
東
欧
社
会
主
義
諸
国
を
中
心
と
し
た
一
人
当
た
り
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
気
づ
く
こ
と
は
、

戦
争
当
事
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
、

二
〇
二
〇
年
現
在
に
お
い
て
所
得
の
水
準
が
最
も
低
い
グ
ル
ー
プ

に
位
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
回
の
戦
争
は
旧

東
欧
社
会
主
義
国
の
中
で
も
最
貧
国
同
士
の
戦
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
一
方
で
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
崩
壊
す
る
前
年
の
一
九
九
〇

年
に
目
を
転
じ
る
と
、
ロ
シ
ア
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
最
も
高

い
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
頃
は
経
済
的
に
見

て
も
ロ
シ
ア
（
旧
ソ
連
）
は
旧
東
欧
社
会
主
義
国
の
盟
主
で
あ
っ

た
。
今
回
の
戦
争
は
、
ロ
シ
ア
が
盟
主
か
ら
最
貧
国
に
転
落
す
る

過
程
で
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
が
経
済
的
に
転
落
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
第
一
に

一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
経
済
改
革
の
失
敗
で
あ
り
、
第
二
に
Ｅ

Ｕ
か
ら
の
疎
外
で
あ
る
。
後
者
の
点
は
、
同
じ
く
非
加
盟
国
の
セ

ル
ビ
ア
と
加
盟
国
の
一
人
当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
比
較
す
る
と
よ

り
際
立
つ
。
経
済
同
盟
と
し
て
の
Ｅ
Ｕ
の
役
割
の
大
き
さ
は
明
瞭

で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
・
ド
ン
バ
ス
侵
攻
は
疎
外
に

拍
車
を
か
け
た
。
移
行
経
済
を
東
へ
東
へ
と
推
し
進
め
て
き
た
ワ

シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
行
き
詰
ま
り

戦
争
と
政
治
経
済
学

表 旧東欧社会主義諸国における1人当たり名目
GDPの推移

単位：USドル

資料：The World Bank, World Development Indicator、より作成。
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を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
は
こ
れ
ま
で
、
政
治
経
済
学
に
お
い
て
少
し
特
異
な
扱

い
を
さ
れ
て
き
た
。
も
と
も
と
社
会
主
義
経
済
を
採
用
し
て
い
た

国
が
、
市
場
経
済
へ
転
換
す
る
過
程
に
お
い
て
直
面
す
る
様
々
な

問
題
を
扱
っ
て
き
た
の
は
移
行
経
済
論
で
あ
る
。
移
行
経
済
国
、

特
に
ロ
シ
ア
と
中
国
に
お
い
て
二
〇
〇
〇
年
代
に
出
現
し
た
の
が

国
家
資
本
主
義
で
あ
っ
た
（
山
田
（
二
〇
一
五
））。
国
家
資
本
主

義
そ
れ
自
体
は
政
治
的
利
益
を
優
先
す
る
統
治
の
た
め
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
手
法
に
過
ぎ
な
い
が
（
ブ
レ
マ
ー
（
二
〇
一
一
））、
実
際

に
起
こ
っ
て
い
た
の
は
過
去
の
民
族
共
同
体
へ
の
復
興
運
動
で
あ

っ
た
（
小
野
塚
（
二
〇
二
一
））。

近
代
化
の
過
程
に
お
け
る
農
民
層
（
農
民
「
層
」
と
規
定
す
る

時
点
で
共
同
体
を
前
提
と
し
て
い
る
）
の
不
完
全
な
解
体
は
、
フ

ァ
シ
ズ
ム
で
あ
れ
農
民
革
命
で
あ
れ
、
民
主
主
義
で
は
な
く
独
裁

に
帰
結
し
た（
ム
ー
ア（
二
〇
一
九
））。
ロ
シ
ア
を
舞
台
と
し
て
、

資
本
主
義
社
会
を
経
な
い
共
同
体
的
所
有
か
ら
共
産
主
義
的
所
有

へ
の
直
接
的
な
移
行
も
議
論
さ
れ
た
が
（
マ
ル
ク
ス
（
一
九
六
八

ａ
）（
一
九
六
八
ｂ
））、
実
際
に
出
現
し
た
の
は
い
つ
の
時
代
も

独
裁
的
な
国
家
資
本
主
義
で
あ
っ
た
。【
共
同
体
（
村
落
）
↓
集

団
農
場
↓
集
団
所
有
】
と
い
う
連
続
性
を
持
つ
共
同
体
的
な
構
造

を
解
体
し
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
農
業
・
農
村
は
、
今
回
の
戦
争
に
何

ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
気
に
な
る
の
が
中
国
の
動
向
で
あ
る
。
急
速
な
経
済
成

長
を
遂
げ
て
き
た
中
国
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
二
〇
二
〇
年

に
お
い
て
ほ
ぼ
ロ
シ
ア
と
同
水
準
で
あ
る
。
中
国
の
経
済
成
長
が

こ
の
ま
ま
続
い
て
Ｅ
Ｕ
加
盟
の
東
欧
諸
国
水
準
に
到
達
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
ロ
シ
ア
の
よ
う
に
復
興
運
動
に
傾
い
て
停
滞
し
て

い
く
の
か
。
中
国
と
の
間
に
安
全
保
障
上
の
懸
案
事
項
を
抱
え
る

日
本
に
と
っ
て
も
無
関
心
で
い
ら
れ
な
い
。

〔
参
考
文
献
〕

・
イ
ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
（
有
賀
裕
子
訳
）（
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〇
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一
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自
由
市
場
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終
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―
国
家
資
本
主
義
と
ど
う
闘
う
か
―
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
。
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Ｋ
�
マ
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（
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六
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ヴ
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イ
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ザ
ス
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手
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大
内
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・
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（
監
訳
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マ
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全
集
（
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九
巻
）』
大
月
書
店
：
二
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二
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九
。
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Ｋ
�
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ザ
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ム
ー
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崎
隆
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森
山
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徳
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樹
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二
〇
一

九
）『
独
裁
と
民
主
政
治
の
社
会
的
起
源
―
近
代
世
界
形
成
過
程
に
お
け
る

領
主
と
農
民
―（
上
・
下
）』（
岩
波
文
庫
白
二
三
〇‐

一
、
二
）岩
波
書
店
。

・
小
野
塚
知
二
（
二
〇
二
一
）「
解
説
」
大
塚
久
雄
（
小
野
塚
編
）『
共
同
体

の
基
礎
理
論

他
六
篇
』（
岩
波
文
庫
白
一
五
二‐

二
）
岩
波
書
店
：
三
六

一‐
四
〇
四
。

・
山
田
鋭
夫
（
二
〇
一
五
）「
移
行
経
済
と
国
家
資
本
主
義
」『
季
刊
経
済
理

論
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五
二
（
二
）
：
五‐

一
五
。
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）
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畜
産
経
営
は
、
現
在
「
未
曽
有
の
危
機
に
あ
る
」、
と
言
わ
れ
る
。
直
接
的
に
は
輸
入
飼
料
価
格
の
高
騰
や
販
売
価
格
の
下
落
、
あ
る

い
は
感
染
症
の
蔓
延
な
ど
に
起
因
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
度
重
な
る
飼
料
穀
物
価
格
の
高
騰
や
畜
産
物
価
格
の
変
動
下
に
あ
っ
て
、
畜
産

政
策
が
十
分
に
畜
産
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
整
備
を
行
っ
て
き
た
か
が
問
わ
れ
て
も
い
る
。
本
特
集
で
は
、
現
在
の「
畜
産
の
危
機
」

の
現
状
と
そ
の
要
因
、
さ
ら
に
そ
の
解
決
の
方
向
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

ま
ず
、
小
林
は
生
産
段
階
を
中
心
と
し
た
危
機
の
内
容
と
そ
の
克
服
方
向
に
つ
い
て
、
現
行
法
の
改
正
を
含
め
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
整
備
方
向
を
検
討
し
た
。
次
に
、
清
水
池
義
治
氏
は
「
現
状
の
法
制
度
下
で
も
可
能
な
、
ベ
ス
ト
で
は
な
く
、
ベ
タ
ー
な
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
提
案
」
を
行
っ
た
。
大
呂
興
平
氏
は
、
自
給
飼
料
生
産
が
進
ま
な
い
要
因
を
分
析
し
、
自
給
飼
料
生
産
の
政
策
展
開
の
方
向
と

し
て
、「
個
体
管
理
が
改
善
さ
れ
る
か
、
少
な
く
と
も
そ
れ
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
前
提
条
件
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
神

山
安
雄
氏
は
、
飼
料
問
題
の
側
面
か
ら
酪
農
・
畜
産
の
危
機
を
分
析
し
、
耕
境
内
外
で
の
畜
産
的
土
地
利
用
を
位
置
づ
け
る
こ
と
の
重
要

性
を
指
摘
す
る
。
最
後
に
服
部
信
司
氏
は
米
国
に
お
け
る
酪
農
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
分
析
し
た
。（
小
林
）

1
�
急
速
に
悪
化
す
る
酪
農
・
肉
牛
経
営
の
収
益
性

酪
農
・
肉
牛
経
営
の
収
益
性
が
急
速
に
低
下
し
て
い
る
。
酪
農

経
営
で
は
、
生
乳
出
荷
一
㎏
当
た
り
の
所
得
が
二
〇
二
一
年
度
に

は
全
国
平
均
で
二
一
円
ま
で
落
ち
込
ん
で
お
り
、
二
二
年
度
は
さ

ら
な
る
低
下
が
予
想
さ
れ
る
（
図
1
）。
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

の
ピ
ー
ク
で
あ
る
二
〇
一
六
年
度
の
三
二
・
六
円
か
ら
一
〇
円
以

上
下
落
し
た
こ
と
に
な
る
。
北
海
道
で
は
一
八
・
五
円
と
二
〇
円

������������������������� 農村と都市をむすぶ2023．7
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を
切
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
め
ざ
す
三
〇
円
以

上
1
を
達
成
し
た
の
は
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
一
七
年
度
の
三
か

年
の
み
で
、
今
世
紀
の
平
均
は
二
一
・
五
円
で
二
〇
円
未
満
が
一

〇
年
を
数
え
る
。

肉
牛
経
営
に
つ
い
て
も
、
和
牛
繁
殖
経
営
で
は
雌
牛
一
頭
当
た

り
所
得
は
二
一
年
度
で
は
約
二
六
万
円
で
、
畜
産
物
生
産
費
統
計

で
明
ら
か
に
な
る
一
九
六
七
年
以
降
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
二
〇
一
六

年
度
の
約
四
二
万
円
か
ら
四
割
近
く
低
下
し
て
い
る
（
図
2
）。

今
世
紀
の
平
均
所
得
で
あ
る
約
二
〇
万
円
は
超
え
て
い
る
も
の

の
、
子
牛
価
格
は
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度
の
保
証
基
準
価

格
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
。
乳
用
雄
子
牛
や
黒
毛
・
褐
毛
和
種
以

外
の
肉
専
用
種
は
す
で
に
保
証
基
準
価
格
を
割
り
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
和
牛
去
勢
肥
育
の
収
益
性
も
、
二
一
年
度
は
約
六
・
七

万
円
で
、
や
は
り
一
九
六
七
年
以
降
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
二
〇
一
六

年
度
の
二
五
万
円
の
一
／
四
程
度
と
な
っ
て
い
る
（
図
3
）。
黒

毛
和
種
去
勢
牛
の
卸
売
価
格
は
、
二
一
年
度
以
降
下
落
傾
向
を
見

せ
て
お
り
、
東
京
市
場
の
Ａ
―
5
ラ
ン
ク
で
は
一
〇
〇
〜
二
〇
〇

円
／
㎏
程
度
低
下
し
て
い
る
（
図
4
）。
販
売
価
格
の
下
落
や
、

飼
料
・
資
材
価
格
の
高
騰
か
ら
、
収
益
性
は
二
二
年
度
以
降
さ
ら

に
悪
化
し
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。

図1 生乳1㎏当たり費用・収益（全国）

（出所）農水省「畜産物生産費」
（注）1）脂肪率3．5％換算乳量。1998年までは年次、99年以降は年度

2）費用は家族労働費、自作地地代、自己資本利子を除いた費用

特集：畜産経営の危機をどう乗り越えるか ������������������
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図2 繁殖雌牛1頭当たり費用・収益（全国）

（出所）農水省「畜産物生産費」
（注）1）1998年までは年次、99年以降は年度

2）費用は家族労働費、自作地地代、自己資本利子を除いた費用

図3 去勢肥育和牛1頭当たり費用・収益（全国）

（出所）農水省「畜産物生産費」
（注）1）1998年までは年次、99年以降は年度

2）費用は家族労働費、自作地地代、自己資本利子を除いた費用

������������������ 特集：畜産経営の危機をどう乗り越えるか
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2
�
地
域
集
中
化
・
大
規
模
少
数
化
す
る
こ
と
で
高
ま
る

リ
ス
ク

収
益
悪
化
を
背
景
に
、
酪
農
・
畜
産
か
ら
離
脱
す
る
経
営
が
急

速
に
増
加
し
て
い
る
。
中
央
酪
農
会
議
の
調
べ
で
は
、
指
定
生
乳

生
産
者
団
体
に
出
荷
し
て
い
る
酪
農
家
戸
数
は
こ
れ
ま
で
の
四
％

台
か
ら
昨
年
度
は
六
・
五
％
減
、
特
に
都
府
県
で
は
八
・
二
％
減

に
ま
で
増
加
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
小
規
模
層
が
減
少
す
る
一
方

で
、
規
模
拡
大
す
る
少
数
の
経
営
に
よ
っ
て
、
総
飼
養
頭
数
は
増

加
あ
る
い
は
維
持
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
は
農
家
数
の
減

少
に
よ
る
頭
数
減
を
大
規
模
層
の
増
加
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
ず
、

総
頭
数
が
減
少
す
る
と
い
う
事
態
も
見
ら
れ
た
。
特
に
収
益
性
が

悪
化
す
る
と
総
飼
養
頭
数
が
減
少
す
る
傾
向
が
あ
る
。

さ
ら
に
大
規
模
少
数
化
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
伴
う
地
域
集
中
化

の
負
の
面
が
近
年
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
酪
農
で
は

生
乳
生
産
の
約
六
割
が
北
海
道
に
集
中
し
て
い
る
。
し
か
も
、
道

東
、
道
北
の
北
海
道
の
東
半
分
が
生
産
量
の
約
八
割
を
担
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
全
国
の
生
産
量
の
半
分
近
く
を
道
東
・
道
北
が
占

め
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
首
都
圏
周
辺
の
生
乳
生
産
縮
小
の

影
響
で
、
北
海
道
か
ら
の
フ
ェ
リ
ー
な
ど
に
よ
る
生
乳
移
送
が
恒

常
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
一
八
年
九
月
の
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
の
際
に
は
、
停
電
に
よ
る
影
響
で
約
二
万
ト
ン
の
生
乳
が

廃
棄
さ
れ
、
さ
ら
に
台
風
の
影
響
に
よ
る
欠
航
で
首
都
圏
の
量
販

図4 和牛去勢枝肉価格の推移（Ａ－5 東京市場）

（出所）日本食肉市場卸売協会

特集：畜産経営の危機をどう乗り越えるか ������������������
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店
で
の
牛
乳
の
欠
配
が
危
惧
さ
れ
た
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
文
献

2
を
参
照
）。
そ
の
時
は
、
生
産
者
団
体
や
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
必

死
の
努
力
で
最
悪
の
事
態
は
免
れ
た
。
し
か
し
、
都
府
県
の
生
乳

生
産
が
さ
ら
に
減
少
し
、
ま
た
生
産
者
団
体
に
よ
る
需
給
調
整
機

能
が
畜
産
経
営
安
定
法
（
畜
安
法
）
に
よ
り
弱
体
化
さ
れ
つ
つ
あ

る
中
で
、
需
給
が
タ
イ
ト
に
な
る
九
月
に
首
都
圏
で
の
牛
乳
の
欠

配
と
い
う
事
態
が
現
実
化
す
る
恐
れ
は
増
大
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
酪
農
家
戸
数
と
頭
数
シ
ェ
ア
は

四
割
台
で
あ
り
、
肉
用
牛
経
営
で
は
五
割
を
超
え
て
お
り
、
東
山

や
中
国
地
方
で
は
、
そ
の
割
合
は
七
〜
八
割
に
達
し
て
い
る
3
。

特
に
肉
牛
繁
殖
経
営
は
中
山
間
地
域
の
高
齢
者
が
支
え
て
お
り
、

中
止
農
家
の
増
加
で
中
山
間
地
域
の
農
村
維
持
が
さ
ら
に
困
難
に

な
る
。

さ
ら
に
、
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
感
染
症
の
ま
ん
延
が
あ

る
。
二
〇
一
〇
年
に
畜
産
県
宮
崎
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
で
は
、
牛

豚
合
わ
せ
て
約
三
〇
万
頭
の
殺
処
分
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま

た
、
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
高
病
原
性
鶏
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

大
規
模
養
鶏
場
で
の
発
症
に
よ
り
鶏
卵
の
供
給
不
足
―
価
格
高
騰

が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。
豚
熱
は
収
束
す
る
気
配
も
見
せ
な

い
。
大
規
模
化
、
地
域
集
中
化
は
こ
う
し
た
感
染
症
に
よ
る
影
響

を
、
非
常
に
大
き
い
も
の
と
す
る
。

特
定
地
域
へ
の
畜
産
の
集
中
は
、
環
境
負
荷
の
増
大
に
よ
る
糞

尿
問
題
の
深
刻
化
も
呼
ぶ
。
道
東
で
は
河
川
へ
の
家
畜
糞
尿
の
流

入
が
漁
業
者
と
の
軋
轢
を
呼
び
、
懸
案
事
項
と
な
っ
て
久
し
い
。

ま
た
、
九
州
で
は
地
下
水
汚
染
問
題
を
抱
え
る
。
農
地
と
家
畜
と

の
バ
ラ
ン
ス
問
題
は
、
Ｅ
Ｕ
で
も
大
き
な
問
題
と
な
り
、
農
地
当

た
り
の
放
牧
頭
数
の
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
。
放
牧
が
一
般
的
で

は
な
い
わ
が
国
で
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
法
で
は
た
い
肥
舎
な
ど
の

設
備
設
置
に
よ
る
管
理
を
義
務
づ
け
て
お
り
、
頭
数
規
制
は
な

い
。酪

農
・
畜
産
は
環
境
破
壊
的
な
面
も
あ
る
が
、
一
方
で
は
「
農

地
や
環
境
の
守
り
手
」
と
し
て
の
役
割
も
大
き
い
。
家
畜
と
の
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
放
牧
や
飼
料
生
産
は
、
農
地
の
活
用
を
通
じ

て
、
国
土
保
全
な
ど
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
畜
産

は
畜
産
物
の
供
給
や
農
業
者
の
雇
用
確
保
、
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム

に
代
表
さ
れ
る
食
農
教
育
な
ど
、
存
在
意
義
は
大
き
い
。

3
�
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
を
弱
め
て
き
た
政
策

し
か
し
、
酪
農
・
畜
産
農
家
の
減
少
や
地
域
集
中
化
は
、
上
記

の
役
割
・
意
義
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
し
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
近
年
展
開
さ
れ
て
き
た
政
策
は
、
酪
農
・
畜
産
経
営

を
持
続
的
に
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能

を
む
し
ろ
弱
め
て
き
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

酪
農
政
策
は
、
不
足
払
い
法
（
一
九
六
六
年
）
の
制
定
に
よ
り

急
速
に
発
展
し
た
が
、
二
〇
〇
一
年
の
改
訂
に
よ
る
固
定
支
払
い

制
度
へ
の
転
換
以
降
、
所
得
補
填
機
能
は
大
幅
に
低
下
し
て
い
る

������������������ 特集：畜産経営の危機をどう乗り越えるか
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（
不
足
払
い
法
制
定
前
後
の
状
況
と
そ
の
制
定
の
意
義
に
つ
い
て

は
、
文
献
4
参
照
の
こ
と
）。
二
〇
〇
七
、
八
年
の
飼
料
費
高
騰

時
も
、
不
足
払
い
法
時
代
の
一
／
七
程
度
の
補
填
し
か
行
わ
れ

ず
、
多
く
の
酪
農
経
営
が
離
脱
す
る
一
因
と
な
っ
た
。

二
〇
一
八
年
に
行
わ
れ
た
畜
安
法
の
改
訂
に
よ
っ
て
、
旧
畜
産

物
価
格
安
定
法
と
不
足
払
い
法
が
統
合
さ
れ
恒
久
法
と
な
っ
た
。

肥
育
牛
経
営
や
養
豚
経
営
は
、
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
通
称

マ
ル
キ
ン
制
度
が
法
制
化
さ
れ
、
国
に
よ
る
付
保
割
合
も
八
割
か

ら
九
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
酪
農
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
は
さ
ら
に
弱
め
ら
れ
た
。
不
足
払
い
法
の
三

本
柱
は
、
①
加
工
原
料
乳
地
帯
の
再
生
産
を
確
保
す
る
た
め
、
不

足
払
い
に
よ
る
生
産
者
の
所
得
補
償
と
乳
業
者
の
適
正
な
利
益
確

保
、
こ
れ
に
よ
る
飲
用
乳
価
の
下
支
え
、
②
国
に
よ
る
需
給
調
整

機
能
、
③
地
域
独
占
を
背
景
と
し
た
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
の
設

立
に
よ
る
生
産
者
の
乳
価
交
渉
力
の
強
化
、だ
っ
た
。こ
の
う
ち
、

二
本
の
柱
は
改
訂
以
前
に
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
が
、
三
本
目
が

改
定
で
な
く
さ
れ
た
。
改
定
が
脆
弱
化
す
る
酪
農
生
産
基
盤
ー
特

に
都
府
県
酪
農
を
強
化
発
展
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
家
族

酪
農
を
中
心
と
す
る
生
産
基
盤
を
崩
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
て
き
た
（
詳
細
は
、
文
献
5
を
参
照
の
こ
と
）。

指
定
生
乳
生
産
者
団
体
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
地
域
独
占
の
法
的

裏
付
け
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
二
股
出
荷
を
認
め
る
こ
と
で
、
指

定
生
乳
生
産
者
団
体
に
よ
る
需
給
調
整
機
能
が
弱
め
ら
れ
た
。
つ

ま
り
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
生
産
者
に
よ
る
「
自
主
的
な
生

産
調
整
」
は
、
指
定
団
体
以
外
に
出
荷
す
る
生
産
者
の
存
在
に
よ

り
、
そ
の
効
果
が
著
し
く
削
が
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
養
鶏
業
で

以
前
問
題
に
な
っ
た
「
や
み
増
羽
問
題
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

昨
今
の
需
給
緩
和
状
況
下
で
は
、
一
部
業
者
に
よ
る
牛
乳
の
廉
価

販
売
に
も
繋
が
り
、
一
層
の
市
場
の
混
乱
を
呼
ぶ
。
こ
の
問
題
の

核
心
は
、
二
股
出
荷
を
公
的
に
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
者
間

に
不
信
と
対
立
を
持
ち
込
み
、
生
産
者
団
体
へ
の
生
産
者
の
求
心

力
を
弱
め
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
不
足
払
い
法
に
よ
っ
て
、
生
産

者
団
体
へ
の
結
集
力
を
高
め
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
と
の
対
抗
力
を
強

め
た
、
か
つ
て
の
農
政
の
方
向
と
逆
向
き
で
あ
る
と
言
っ
て
過
言

で
は
な
い
。国
は
ま
た
、畜
安
法
改
定
時
に
需
給
調
整
に
つ
い
て
、

多
く
の
批
判
に
対
し
て
、「
国
が
責
任
を
も
っ
て
需
給
調
整
機
能

を
果
た
す
」と
見
栄
を
切
っ
た
。そ
の
有
言
実
行
を
期
待
し
た
い
。

さ
ら
に
畜
安
法
改
定
に
よ
っ
て
、
生
産
者
補
給
金
は
加
工
原
料

乳
全
て
に
対
象
が
拡
大
さ
れ
、
単
価
が
一
本
化
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
チ
ー
ズ
へ
の
二
〇
一
八
年
度
の
交
付
単
価
は
一
〇
円
五
六
銭

と
、
前
年
度
よ
り
五
円
近
く
も
下
が
っ
た
。
他
の
乳
製
品
向
け
生

乳
価
格
に
比
べ
チ
ー
ズ
乳
価
は
低
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

は
生
乳
が
チ
ー
ズ
に
仕
向
け
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
予
測
さ

れ
た
。
そ
れ
に
対
し
農
水
省
は
、
チ
ー
ズ
向
け
乳
価
へ
の
奨
励
金

支
払
い
な
ど
緊
急
対
策
を
行
っ
た
。
チ
ー
ズ
は
消
費
低
迷
が
続
く

牛
乳
・
乳
製
品
の
中
で
唯
一
消
費
を
伸
ば
し
て
い
る
製
品
だ
。
し
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か
し
、
増
加
部
分
は
輸
入
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
、
国
産
は
さ

ほ
ど
増
加
し
て
い
な
い
。
今
後
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ

る
輸
入
チ
ー
ズ
へ
の
関
税
率
が
低
下
し
、
特
に
一
〇
年
後
を
目
途

に
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
に
対
し
国
産
チ
ー
ズ
生
産
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
と
し
て
働
い
て
い
る
抱
き
合
わ
せ
関
税
制
（
国
産
品
一
に
対
し

て
輸
入
品
二
・
五
が
無
税
）
が
有
名
無
実
化
す
る
と
予
想
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
国
内
メ
ー
カ
ー
が
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
生
産
を

抑
制
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
国
産
チ
ー
ズ
振
興
は
酪
農
全
体

の
動
向
を
左
右
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
り
、
一
過
的
で
な
い
、
恒

久
的
な
振
興
政
策
が
求
め
ら
れ
る
。

4
�
畜
産
の
持
続
的
発
展
に
必
要
な
政
策
（
政
策
の
み
ど

り
化
、
三
次
に
わ
た
る
政
策
提
言
）

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
現
行
酪
農
政
策
は
酪
農
経
営
の
持
続

的
な
発
展
を
む
し
ろ
阻
害
す
る
方
向
に
あ
る
。
こ
の
政
策
を
持
続

的
発
展
を
図
る
も
の
に
変
え
る
に
は
、
以
下
の
点
が
不
可
欠
と
考

え
る
。

①
飲
用
乳
地
帯
を
含
め
た
生
産
者
の
所
得
補
償
機
能
の
強
化
ー
後

継
者
が
安
心
し
て
就
農
で
き
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備
と
し

て
、
収
入
保
険
で
は
な
く
、
所
得
補
償
制
度
の
創
設
。
酪
農
は
、

こ
れ
ま
で
飼
料
・
資
材
高
騰
や
負
債
問
題
の
た
め
に
経
営
悪
化
が

繰
り
返
さ
れ
、
多
く
の
酪
農
家
が
経
営
中
止
に
追
い
込
ま
れ
て
き

た
。
肥
育
牛
や
養
豚
に
適
用
さ
れ
て
い
る
マ
ル
キ
ン
制
度
は
課
題

も
多
い
が
、
酪
農
に
は
マ
ル
キ
ン
制
度
も
な
い
。
収
入
保
険
に
加

入
可
だ
が
、
経
営
悪
化
の
主
因
で
あ
る
飼
料
費
高
騰
な
ど
に
は
対

処
で
き
な
い
。

所
得
補
償
制
度
は
、
米
国
に
お
い
て
は
乳
価
と
飼
料
費
の
差
額

を
一
定
額
保
障
す
る
一
種
の
所
得
補
償
保
険（
Ｄ
Ｍ
Ｓ
）が
あ
り
、

Ｅ
Ｕ
は
価
格
支
持
政
策
か
ら
直
接
支
払
い
方
式
に
変
換
し
て
す
で

に
三
〇
年
が
過
ぎ
て
い
る
。
現
在
は
品
目
横
断
的
な
農
地
へ
の
直

接
支
払
い
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
で
も
、
こ
れ
ら
を
手

本
に
日
本
的
な
農
地
に
対
す
る
直
接
支
払
い
制
度
の
全
面
的
な
展

開
が
望
ま
れ
る
。
筆
者
ら
は
二
〇
〇
七
、
八
年
の
飼
料
費
高
騰
に

よ
る
経
営
危
機
に
際
し
、
全
国
酪
農
協
会
な
ど
か
ら
三
回
に
渡
る

提
言
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
ま
さ
に
農
地
を
基
本
と
し
た
直

接
支
払
い
制
度
と
、
酪
農
に
つ
い
て
は
生
産
者
の
掛
金
負
担
を
含

む
所
得
補
償
保
険
で
あ
っ
た
。
第
三
次
提
言
か
ら
も
す
で
に
一
〇

年
が
経
過
し
て
い
る
6
。
そ
の
時
に
、
恒
久
的
な
所
得
補
償
制
度

を
導
入
し
て
い
れ
ば
、
今
の
危
機
の
様
相
は
大
分
違
っ
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
悔
や
ま
れ
る
。

②
二
股
出
荷
に
よ
る
「
い
い
と
こ
ど
り
」
を
防
ぎ
、
生
産
者
の
指

定
団
体
へ
の
結
集
を
図
り
、
乳
価
交
渉
力
強
化
に
繋
げ
る
。

③
前
述
し
た
よ
う
に
、
国
に
よ
る
需
給
調
整
機
能
の
強
化
を
図

る
。
過
剰
時
の
在
庫
隔
離
に
お
け
る
発
動
要
件
の
明
確
化
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
制
度
な
ど
全
生
産
者
と
国
に
よ

る
需
給
調
整
制
度
の
創
設
も
検
討
に
値
す
る
。
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④
農
地
の
畜
産
的
利
用
を
推
進
す
る
農
政
へ
の
転
換
。
畜
産
は
戦

前
か
ら
保
税
工
場
制
度
や
承
認
工
場
制
度
に
よ
る
飼
料
穀
物
の
無

税
輸
入
に
よ
っ
て
、
急
速
な
発
展
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

一
方
で
は
農
地
は
米
を
中
心
に
生
産
し
、
飼
料
は
耕
境
外
で
生
産

す
る
と
い
う
形
を
作
り
あ
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
米
の
生
産
調
整

政
策
が
五
〇
年
以
上
続
く
中
で
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る
な
ど

農
地
保
全
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
農
地
活
用
の
観
点
か

ら
飼
料
用
イ
ネ
や
飼
料
用
米
を
含
む
飼
料
作
物
の
生
産
は
、
残
さ

れ
た
数
少
な
い
選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
。
畜
産
に
と
っ
て
も
、
構

造
的
と
考
え
ら
れ
る
輸
入
飼
料
の
高
騰
や
、
環
境
問
題
、
ア
ニ
マ

ル
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
を
踏
ま
え
、
自
給
飼
料
に
依
拠
し
た
畜
産
へ
の

転
換
を
図
る
こ
と
が
、
持
続
的
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る
。
米
生
産

を
中
心
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
農
地
利
用
政
策
、
輸
入
濃
厚
飼

料
の
利
用
を
促
進
し
て
い
る
飼
料
基
金
制
度
、
霜
降
り
評
価
に
傾

斜
し
た
食
肉
格
付
制
度
を
見
直
す
な
ど
、「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」
に
沿
っ
た
政
策
が
必
要
と
考
え
る
。

米
生
産
中
心
の
農
地
政
策
と
は
、
水
田
転
作
に
か
か
わ
る
飼
料

用
イ
ネ
、
飼
料
用
米
、
青
刈
り
と
う
も
ろ
こ
し
へ
の
補
助
金
が
、

そ
れ
ぞ
れ
一
〇
ａ
当
た
り
、
八
万
円
、
一
〇
・
五
万
円（
最
大
）、

三
・
五
万
円
、
ま
た
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
に
お
け
る
地
目

別
交
付
金
単
価
が
、
田
二
・
一
万
円
、
畑
一
・
一
万
円
、
草
地
一

・
〇
五
万
円
、
採
草
放
牧
地
一
、
〇
〇
〇
円
と
大
き
く
異
な
る
こ

と
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
飼
料
用
イ
ネ
や
飼
料
用
米
の
生
産
が
必
ず
し
も
増
加
基

調
に
な
い
の
は
、
生
産
現
場
と
畜
産
現
場
と
が
乖
離
し
、
飼
料
用

米
で
あ
っ
て
も
販
売
代
金
の
ほ
と
ん
ど
が
流
通
経
費
に
消
え
る
こ

と
も
影
響
し
て
い
る
。
飼
料
用
イ
ネ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
飼
料

用
米
の
利
用
も
生
産
し
た
地
域
内
で
行
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

そ
の
点
の
解
決
方
法
つ
い
て
は
、
集
落
営
農
へ
の
家
畜
導
入
が
あ

げ
ら
れ
る
。
す
で
に
、
鳥
取
県
八
頭
船
岡
農
場
や
、
山
口
県
杵
崎

の
里
な
ど
の
先
駆
的
な
事
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
集
落
営
農
で
は

耕
作
放
棄
地
放
牧
や
、
新
規
就
農
者
受
け
入
れ
を
活
発
に
行
っ
て

お
り
、
山
口
の
例
で
は
耕
作
放
棄
地
放
牧
に
よ
る
放
牧
肥
育
を
地

元
の
焼
き
肉
チ
ェ
ー
ン
と
提
携
し
て
行
っ
て
い
る
。
霜
降
り
信
仰

か
ら
の
脱
却
の
可
能
性
を
予
兆
さ
せ
る
試
み
で
あ
る
。

ま
た
、
近
年
の
経
営
動
向
に
つ
い
て
、
一
点
加
え
る
な
ら
ば
、

国
は
生
乳
生
産
縮
小
と
い
う
事
態
に
、「
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
」
に

よ
る
大
型
投
資
で
規
模
拡
大
を
奨
励
し
て
き
た
。
し
か
し
、
現
在

の
収
益
性
悪
化
の
中
で
、
そ
う
し
た
経
営
が
返
済
不
能
に
陥
る
恐

れ
も
出
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
も
補
助
金
に
よ
る
大
型
投
資

で
規
模
拡
大
し
た
畜
産
経
営
の
負
債
が
固
定
化
し
て
、
多
く
の
畜

産
農
家
が
倒
産
し
た
。
当
時
は
北
海
道
の
酪
農
家
の
一
／
三
が
倒

産
危
惧
経
営
に
分
類
さ
れ
た
。
本
来
「
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
」
は
地

域
の
関
係
機
関
が
協
力
し
て
畜
産
経
営
を
支
え
る
ソ
フ
ト
事
業
で

あ
っ
た
は
ず
が
、
い
つ
の
間
に
か
箱
も
の
行
政
に
す
り
替
え
ら
れ

た
。
収
益
性
が
改
善
さ
れ
た
時
期
に
こ
そ
、
経
営
の
安
全
性
を
高
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め
る
べ
き
と
訴
え
て
き
た
が
、
叶
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
残
念
で
な

ら
な
い
7
。

最
後
に
、
食
料
安
全
保
障
の
面
で
看
過
さ
れ
て
い
る
の
が
、
種

畜
の
問
題
で
あ
る
。
耕
種
農
業
で
は
種
苗
法
廃
止
の
問
題
は
徐
々

に
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
畜
産
に
お
い
て
も
同
様
な
問
題
が
あ
る

こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
養
鶏
の
素
雛（
エ

リ
ー
ト
ス
ト
ッ
ク
）
の
自
給
率
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。

養
鶏
業
者
は
、
世
界
で
数
社
の
種
鶏
会
社
が
独
占
し
て
お
り
、
素

雛
を
輸
入
し
続
け
な
け
れ
ば
生
産
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
種
畜
の
国
産
化
推
進
・
確
保
は
、
看
過
さ
れ
た
重
要
な
課
題

で
あ
る
。

引
用
・
参
考
文
献

1

北
海
道
農
協
酪
農
・
畜
産
対
策
本
部
「
食
料
安
全
保
障
と
持
続
可
能
な

北
海
道
酪
農
畜
産
の
確
立
に
関
す
る
政
策
提
案
」
二
〇
二
三
年
四
月

2

小
林
信
一
「
農
産
物
特
産
地
化
の
危
う
さ
―
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
と

生
乳
移
送
へ
の
影
響
」
農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ

Ｎ
ｏ
�
八
〇
九

二

〇
一
九
年
四
月

3

小
林
信
一
「
酪
農
の
役
割
と
持
続
的
発
展
の
方
向
」
農
村
計
画
学
会
誌

Ｖ
ｏ
ｌ
�
三
八

Ｎ
ｏ
�
二

二
〇
一
九
年
九
月

4

畜
産
経
営
経
済
研
究
会
「『
不
足
払
い
法
』
成
立
か
ら
五
〇
年
―
酪
農
・

乳
業
の
過
去
・
現
在
・
将
来
を
考
え
る
―
」
畜
産
経
営
経
済
研
究
、
Ｎ

ｏ
�
一
六

二
〇
一
七
年
一
―
四
二

5

畜
産
経
営
経
済
研
究
会
「
畜
産
経
営
安
定
法
を
巡
っ
て
―
酪
農
・
乳
業

の
将
来
を
考
え
る
」
畜
産
経
営
経
済
研
究
、
Ｎ
ｏ
�
一
七

二
〇
一
八

年
一
―
三
六

6

全
国
酪
農
協
会
「
日
本
酪
農
の
危
機
打
開
の
た
め
の
緊
急
提
言
」（
第
三

次
提
言
）
二
〇
一
三
年
八
月

7

時
評
「
備
え
は
で
き
て
い
る
の
か
ー
畜
産
バ
ブ
ル
の
後
」
農
村
と
都
市

を
む
す
ぶ

Ｎ
ｏ
�
七
九
八

二
〇
一
八
年
四
月
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1
�
多
重
危
機
と
し
て
の
酪
農
危
機

現
在
、
日
本
酪
農
は
「
こ
の
四
〇
年
間
で
最
も
厳
し
い
」
と
形

容
さ
れ
る
深
刻
な
危
機
の
只
中
に
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
危
機
は

多
重
的
で
あ
る
。
複
数
の
危
機
が
同
時
多
発
で
起
き
る
だ
け
で
は

な
く
、
あ
る
危
機
が
別
の
危
機
を
増
幅
さ
せ
る
と
と
も
に
、
あ
る

危
機
へ
の
対
応
が
別
の
危
機
へ
の
対
応
を
困
難
に
し
て
い
る
。
第

一
の
危
機
は
、
二
〇
二
〇
年
以
来
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
要
減
少

を
主
因
と
し
た
未
曾
有
の
需
給
緩
和
で
あ
る
。
そ
れ
と
並
行
し
て

二
〇
二
二
年
に
は
、
第
二
の
危
機
で
あ
る
生
産
資
材
高
騰
と
そ
れ

に
よ
る
酪
農
所
得
の
急
減
が
起
き
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
危
機

に
農
業
政
策
を
は
じ
め
と
す
る
既
存
制
度
は
十
全
に
機
能
で
き
て

い
な
い
。
こ
れ
が
第
三
の
危
機
で
あ
る
。

日
本
酪
農
の
存
在
意
義
は
今
後
、
一
層
高
ま
っ
て
い
く
。
日
本

は
牛
乳
乳
製
品
消
費
の
約
四
割
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
が
、
将

来
的
に
輸
入
環
境
の
悪
化
が
想
定
さ
れ
る
。
タ
ン
パ
ク
質
と
し
て

相
対
的
に
安
価
か
つ
生
産
面
で
の
環
境
負
荷
の
小
さ
い
乳
製
品

は
、
新
興
諸
国
を
中
心
に
今
後
も
需
要
は
増
加
す
る
。
そ
の
一
方

で
、
欧
州
や
米
国
、
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
国
と
い
っ
た
限
ら
れ
た
輸
出

国
で
は
、
気
候
変
動
・
環
境
汚
染
対
策
の
実
施
や
気
候
の
不
安
定

化
に
よ
っ
て
、
増
加
す
る
需
要
に
応
じ
た
輸
出
能
力
の
伸
長
が
不

安
視
さ
れ
て
い
る（
注
1
）。
つ
ま
り
、
従
来
と
同
様
の
条
件
で
安
定

し
た
輸
入
が
で
き
る
と
は
言
え
な
い
市
場
環
境
へ
と
変
化
し
つ
つ

あ
る
。
国
内
酪
農
の
維
持
が
食
料
安
全
保
障
上
、
重
要
な
意
義
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
対
策
を
早
急
に
講
じ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

本
稿
で
は
、
日
本
酪
農
の
直
面
す
る
多
重
危
機
、
す
な
わ
ち
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
給
緩
和
、
資
材
高
騰
に
よ
る
酪
農
所
得
の
減

酪
農
危
機
の
様
相
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
提
案

北
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道
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学
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院
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授
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少
、
既
存
制
度
の
機
能
不
全
に
つ
い
て
現
段
階
で
の
様
相
を
分
析

し
、
持
続
可
能
な
酪
農
乳
業
に
向
け
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
枠

組
み
を
論
じ
る
。
そ
れ
は
、
現
状
の
法
制
度
下
で
も
可
能
な
、
ベ

ス
ト
で
は
な
く
、
ベ
タ
ー
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
点
に
留

意
い
た
だ
き
た
い
。

2
�
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
給
緩
和
と
生
産
調
整

⑴

需
給
変
動
と
乳
製
品
在
庫

日
本
の
牛
乳
乳
製
品
市
場
は
生
乳
換
算
で
約
一
、
二
〇
〇
万
ｔ

／
年
で
あ
り
、
市
場
規
模
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
大
き
な
変
化
は

な
い
（
農
林
水
産
省
「
牛
乳
乳
製
品
統
計
」。
以
下
、
同
じ
）。
た

だ
し
、
国
内
生
乳
由
来
の
飲
用
乳
が
減
少
、
同
・
乳
製
品
は
ほ
ぼ

不
変
で
あ
る
一
方
、
輸
入
乳
製
品
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
輸

入
の
八
割
を
チ
ー
ズ
が
占
め
る
。
二
〇
二
一
年
度
の
内
訳
は
、
飲

用
乳
三
二
％
、
国
産
乳
製
品
二
九
％
、
輸
入
乳
製
品
三
八
％
で
あ

る
。
品
目
別
（
二
一
年
度
）
で
見
る
と
、
飲
用
乳
三
九
九
万
ｔ
、

チ
ー
ズ
三
五
四
万
ｔ
で
あ
り
、
現
在
の
傾
向
が
続
け
ば
や
が
て
後

者
が
前
者
を
逆
転
す
る
。

牛
乳
乳
製
品
の
一
人
当
た
り
純
供
給
食
料
（≒

一
人
当
た
り
消

費
量
）
は
微
増
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
一
九
年

ま
で
の
変
化
は
、
一
九
％
減
少
し
た
飲
用
乳
に
対
し
、
乳
製
品
は

一
六
％
増
加
で
あ
る
。
脱
脂
粉
乳
は
三
三
％
減
、
バ
タ
ー
は
変
化

な
し
の
一
方
で
、
チ
ー
ズ
は
四
二
％
増
と
顕
著
な
増
加
を
示
す
。

た
だ
し
、
チ
ー
ズ
の
自
給
率
は
一
割
強
に
す
ぎ
ず
、
増
加
す
る
需

要
が
輸
入
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
状
況
だ
。

表
1
は
、
二
〇
一
九
年
を
比
較
年
と
し
た
生
乳
需
給
の
増
減
量

（
生
乳
換
算
）
で
あ
る
。
需
要
は
、
後
述
の
在
庫
削
減
対
策
に
よ

る
需
要
増
加
を
除
い
た
実
需
要
で
あ
る
。

ま
ず
、
供
給
は
、
二
〇
一
〇
年
代
の
バ
タ
ー
不
足
を
受
け
た
増

産
対
策
の
効
果
で
増
加
傾
向
に
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
は
一
二
万

ｔ
、
二
一
年
は
二
八
万
ｔ
、
二
二
年
は
や
や
伸
び
が
鈍
化
し
て
三

〇
万
ｔ
の
そ
れ
ぞ
れ
増
加
で
あ
っ
た
。

次
に
需
要
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
減
っ
た
需
要
が
回
復
傾

向
に
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
は
、「
巣
ご
も
り
」
特
需
の
効
果
で
増

加
し
た
家
庭
向
け
（「
業
務
用
以
外
」）
牛
乳
以
外
の
全
用
途
で
減

少
し
た
が
、
二
一
年
以
降
は
チ
ー
ズ
や
、
バ
タ
ー
な
ど
乳
脂
肪
系

を
中
心
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
。
一
方
、
脱
脂
粉
乳
・
脱
脂
濃
縮
乳

の
タ
ン
パ
ク
系
と
業
務
用
牛
乳
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。
さ
ら

に
、
家
庭
向
け
牛
乳
は
二
二
年
に
は
一
九
年
水
準
ま
で
消
費
が
落

ち
、「
巣
ご
も
り
」
特
需
は
ほ
ぼ
消
失
し
た
。

こ
れ
ら
需
給
変
動
を
合
わ
せ
た
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
二
〇
二
〇

年
に
過
剰
方
向
へ
三
五
万
ｔ
、
二
一
年
に
は
四
二
万
ｔ
ま
で
拡

大
、
二
二
年
に
は
需
要
回
復
と
生
産
減
少
も
あ
っ
て
二
六
万
と
や

や
縮
小
し
た
が
、
依
然
と
し
て
需
給
緩
和
の
状
態
に
あ
る
。

生
乳
の
過
剰
は
、
基
本
的
に
脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
の
在
庫
増
加

と
し
て
現
れ
る
が
、
過
剰
在
庫
が
特
に
深
刻
な
の
は
脱
脂
粉
乳
で
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あ
る
。
二
〇
二
二
年
前
半
に
は
在
庫
量
が
一
〇
万
ｔ
を
超
え
、
過

去
最
高
水
準
ま
で
到
達
し
た
が
、
後
述
の
在
庫
削
減
対
策
と
生
産

調
整
も
あ
っ
て
減
少
に
転
じ
、
二
三
年
三
月
末
に
は
コ
ロ
ナ
禍
前

の
六
万
ｔ
台
ま
で
落
と
し
た
。
ま
た
、
バ
タ
ー
在
庫
は
二
三
年
三

月
末
に
は
三
万
ｔ
を
割
り
、
逆
に
不
足
の
懸
念
が
出
て
き
て
い

る
。
脱
脂
粉
乳
と
バ
タ
ー
の
消
費
傾
向
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
前

者
は
過
剰
だ
が
、
後
者
は
不
足
と
い
う
乖
離
が
見
ら
れ
、
需
給
調

整
上
の
困
難
が
生
じ
て
い
る（
注
2
）。

⑵

在
庫
削
減
対
策
と
生
産
調
整
の
実
施

日
本
の
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
は
、
生
乳
過
剰
の
場
合
、
乳
業
メ

ー
カ
ー
が
実
際
に
販
売
可
能
か
関
係
な
く
、
脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー

へ
製
造
・
在
庫
保
有
し
、
生
乳
廃
棄
を
回
避
す
る
仕
組
み
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
二
〇
二
〇
年
春
の
最
初
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」

時
に
も
生
乳
廃
棄
が
起
き
ず
、価
格
低
下
も
生
じ
な
か
っ
た（
注
3
）。

た
だ
し
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
が
専
ら
在
庫
リ
ス
ク
を
負
う
仕
組
み
で

あ
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
に
在
庫
量
が
膨
大
に
な
る
場
合

は
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
と
酪
農
家
と
が
共
同
し
て
在
庫
削
減
を
行
っ

て
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
こ
の
タ
イ
プ
の
在
庫
削

減
対
策
が
開
始
さ
れ
、
二
三
年
度
も
継
続
中
で
あ
る
。
二
〇
二
〇

年
度
か
ら
北
海
道
の
酪
農
家
と
乳
業
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
対
策
が
ま

ず
開
始
さ
れ
、
二
〇
二
二
年
度
に
は
、
こ
の
北
海
道
独
自
対
策
と

表1 2020年以降における生乳需給の増減量（生乳換算、2019年比）
単位：ｔ

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」より筆者作成。
注：1）脱脂粉乳とバターは推定出回り量（輸入品含む）から生乳換算して求めた。これら以外の用途は国産生

乳仕向け量である（輸入品は含まない）。
2）脱脂粉乳とバターは生産者団体・乳業者、政府の在庫削減対策が行われている。上記の需要はこれら対
策分を除いた需要である。なお、当該年度の対策数量を当該年の需要量から控除しているため、実際の
需要とは誤差がある。

2022年増減量
303，943
1，506

▲24，503
10，347

▲32，646
37，478
6，856
44，103

260，802

2021年増減量
277，966
37，341

▲36，901
11，499

▲31，387
22，068

▲22，836
▲121，228

419，410

2020年増減量
124，688
65，453

▲45，547
▲35，255
▲18，825
▲6，275
▲103，473
▲79，322

347，931

生乳生産量
牛乳等向け（業務用以外）
牛乳等向け（業務用）
クリーム向け
脱脂濃縮乳向け
チーズ向け
脱脂粉乳（生乳換算）
バター（生乳換算）

需給ギャップの変化

供給

需要
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並
行
し
て
、
全
国
の
酪
農
家
と
乳
業
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
全
国
規
模

の
対
策
が
Ｊ
ミ
ル
ク
事
業
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
二
二
年
度
の
全

国
対
策
は
、
酪
農
家
は
生
乳
一
㎏
あ
た
り
四
八
銭
、
乳
業
メ
ー
カ

ー
も
同
額
を
拠
出
・
負
担
、
国
の
資
金
二
八
億
円
も
加
え
て
、
合

計
九
四
億
円
の
事
業
で
あ
り
、
脱
脂
粉
乳
等
の
在
庫
を
三
・
五
万

ｔ
（
製
品
重
量
）
削
減
す
る
内
容
で
あ
る
。
対
象
粉
乳
を
基
金
で

値
引
き
し
、
①
飼
料
転
用
、
②
輸
入
調
製
品
か
ら
の
置
き
換
え
、

③
輸
出
、
の
三
つ
の
方
法
で
削
減
す
る（
注
4
）。
過
剰
在
庫
を
全
国

的
な
負
担
で
削
減
す
る
画
期
的
な
対
策
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
資

金
拠
出
は
酪
農
家
に
と
っ
て
重
い
負
担
で
あ
る
。
北
海
道
の
酪
農

家
は
独
自
対
策
を
含
め
て
、
二
二
年
度
で
八
五
億
円
、
二
三
年
度

は
最
大
一
四
五
億
円
（
計
画
。
独
自
対
策
を
強
化
）、
都
府
県
の

酪
農
家
は
二
二
年
度
で
一
六
億
円
、
二
三
年
度
は
一
四
億
円
（
計

画
）
を
拠
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
予
想
を
上
回
る
脱
脂
粉
乳
在
庫
の
増
加
を
受
け
、
北

海
道
の
系
統
農
協
は
、
二
〇
二
二
年
度
に
、
前
年
度
生
産
目
標
数

量
と
同
水
準
に
二
二
年
度
目
標
数
量
を
実
質
的
に
据
え
置
く
「
生

産
抑
制
」
の
実
施
を
決
断
し
た
。
二
〇
〇
七
年
度
を
最
後
に
「
二

度
と
し
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
生
産
調
整
が
再
び
始
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
二
三
年
度
に
は
、
資
材
高
騰
に
対
応
し
た
乳
製
品
向
け

乳
価
引
き
上
げ
（
二
三
年
四
月
）
の
前
提
条
件
と
し
て
、
二
二
年

度
生
産
目
標
数
量
比
二
％
減
の
減
産
が
決
定
さ
れ
、
対
応
が
さ
ら

に
強
化
さ
れ
た
。

生
産
調
整
が
酪
農
経
営
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
。
短
期
的
に

は
収
入
を
減
ら
し
、
特
に
規
模
拡
大
中
の
経
営
は
計
画
通
り
の
借

金
返
済
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
長
期
的
に
は
、
将
来
的

な
生
産
調
整
を
懸
念
し
て
投
資
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
低
下

さ
せ
る
だ
ろ
う
。

3
�
需
給
緩
和
下
の
系
統
外
流
通
を
め
ぐ
る
問
題

⑴

改
正
畜
安
法
の
不
可
逆
性

二
〇
一
八
年
度
施
行
の
畜
産
経
営
安
定
法
改
正
法
（
以
下
、
改

正
畜
安
法
）
は
、
日
本
の
生
乳
流
通
制
度
を
大
き
く
変
え
た
。
今

回
の
酪
農
危
機
は
改
正
畜
安
法
を
要
因
と
す
る
も
の
で
は
な
い
も

の
の
、
改
正
畜
安
法
が
需
給
緩
和
を
十
分
に
想
定
せ
ず
に
制
度
設

計
さ
れ
た
点
が
、
需
給
調
整
上
の
困
難
さ
を
も
た
ら
し
て
い
る
の

は
確
か
で
あ
る（
注
5
）。
最
初
に
指
摘
し
て
お
く
と
、
こ
れ
は
、
系

統
農
協
外
出
荷
者
や
関
連
事
業
者
に
よ
る
「
い
い
と
こ
ど
り
」
の

問
題
で
は
な
く
、
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
包
括
的
な
需
給
調
整
シ
ス

テ
ム
の
不
在
こ
そ
が
よ
り
本
質
的
な
問
題
で
あ
る
。

改
正
畜
安
法
に
よ
る
主
な
変
化
の
ひ
と
つ
は
、
指
定
団
体
（
系

統
農
協
）
出
荷
と
並
行
し
て
そ
の
他
の
事
業
者
に
も
生
乳
を
出
荷

す
る
部
分
委
託
、
い
わ
ゆ
る
「
二
股
出
荷
」
が
で
き
る
と
の
認
識

が
広
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
（
詳
細
は
清
水
池
二
〇
二
二
参
照
）。

改
正
畜
安
法
の
特
徴
は
、
制
度
変
更
に
よ
っ
て
新
し
く
何
か
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
よ
り
、
従
来
は
で
き
な
い
と
思
わ
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れ
て
い
た
こ
と
が
実
は
可
能
で
あ
っ
た
と
の
認
識
が
社
会
的
に
共

有
さ
れ
た
点
に
あ
る
。
改
正
畜
安
法
以
前
か
ら
、
指
定
団
体
へ
の

生
乳
出
荷
（
系
統
出
荷
）
や
全
量
委
託
は
法
的
義
務
で
は
な
か
っ

た
が
、
生
産
者
な
ど
の
関
係
者
に
と
っ
て
そ
れ
ら
は
自
明
の
原
則

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
選
択
肢
は
基
本
的
に
は
な
か
っ
た
（
特
に

部
分
委
託
）。
し
か
し
、
改
正
畜
安
法
は
、
系
統
外
出
荷
や
部
分

委
託
が
制
度
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
関
係
者
の
認
識

は
一
変
し
た
。

こ
の
点
は
、
改
正
畜
安
法
の
制
度
的
な
不
可
逆
性
を
意
味
す

る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
か
ら
系
統
外
出
荷
や
部
分
委
託
は
禁
止
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
仮
に
改
正
畜
安
法
以
前
の
制
度
へ
戻
せ
た
と

し
て
も
、
系
統
外
出
荷
や
部
分
委
託
が
抑
制
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
制
度
が
元
通
り
に
な
っ
て
も
、
関
係
者
の
意
識
は
元
通
り
に

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
部
分
委
託
を
禁
止
す
る
法
制
度
の
整
備

も
あ
り
得
る
が
、
一
九
六
〇
年
代
で
も
困
難
で
あ
っ
た
た
め
ハ
ー

ド
ル
は
高
い
。
む
し
ろ
、
現
制
度
を
前
提
と
し
た
対
応
を
考
え
る

方
が
建
設
的
か
も
し
れ
な
い
。

⑵

既
存
の
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
の
限
界

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
給
緩
和
の
下
で
、
既
存
の
需
給
調
整
シ
ス

テ
ム
の
限
界
が
露
呈
し
て
い
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
指
定
団
体
に

至
る
系
統
農
協
の
み
で
需
給
調
整
を
行
う
限
界
で
あ
る
。

図
1
は
、
系
統
外
出
荷
比
率
の
推
計
値
で
あ
る（
注
6
）。
二
〇
一

図1 系統外出荷比率の推移（推計値）

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、中央酪農会議「用途別販売実績」より作成。
注：系統外出荷乳量＝生乳生産量－指定団体出荷乳量。

酪農危機の様相とセーフティネットの提案 ������������������
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〇
年
代
半
ば
か
ら
北
海
道
、
都
府
県
と
も
に
系
統
外
比
率
は
緩
や

か
な
上
昇
が
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
傾
向
に
大
き
な
変
化
は
な
か

っ
た
が
、
二
〇
二
二
年
度
に
北
海
道
で
や
や
大
き
な
上
昇
が
見
ら

れ
た
（
四
・
一
％
↓
五
・
〇
％
）（
注
7
）。
二
二
年
度
に
前
年
度
比

で
生
産
目
標
数
量
を
据
え
置
く
生
産
抑
制
を
開
始
し
た
北
海
道
で

は
、規
模
拡
大
中
の
酪
農
家
が
目
標
数
量
超
過
分
を「
二
股
出
荷
」

で
系
統
外
出
荷
へ
振
り
向
け
る
動
き
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
反
映

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
間
の
顕
著
な
特
徴
と
し
て
、
北
海
道
か
ら
都
府
県

へ
の
移
出
生
乳
に
お
け
る
系
統
外
比
率
の
上
昇
が
あ
る
（
図
2
参

照
）。
二
〇
一
五
年
度
の
系
統
外
移
出
量（
注
8
）と
そ
の
比
率
は
二

・
三
万
ｔ
、
六
・
八
％
だ
っ
た
が
、
一
七
年
度
は
六
・
一
万
ｔ
、

一
三
・
三
％
、
一
九
年
度
は
九
・
一
万
ｔ
、
一
七
・
三
％
、
二
一

年
度
は
一
一
・
八
万
ｔ
、
二
四
・
二
％
、
二
二
年
度
は
実
に
一
五

・
〇
万
ｔ
、
三
一
・
三
％
ま
で
拡
大
し
た
。
特
に
二
一
年
度
以
降

の
伸
び
が
著
し
い
。
北
海
道
に
は
系
統
外
生
乳
を
新
た
に
取
扱
う

乳
業
メ
ー
カ
ー
が
基
本
的
に
な
い
た
め
、
系
統
外
出
荷
の
拡
大

は
、
都
府
県
へ
の
移
出
生
乳
の
増
加
と
し
て
現
れ
る
。

こ
の
系
統
外
出
荷
の
動
向
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
問
題
が
あ

る
。第

一
に
、
系
統
農
協
に
よ
る
需
給
調
整
の
実
効
性
低
下
で
あ

る
。
例
え
ば
、
図
2
の
よ
う
に
、
二
〇
二
一
年
度
か
ら
飲
用
乳
市

場
で
の
需
給
緩
和
を
受
け
、
系
統
移
出
量
は
削
減
さ
れ
た
一
方
、

図2 道外移出生乳における系統・系統外の内訳

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、ホクレン「北海道指定生乳生産者団体情報」より作成。
注：系統外移出量＝生乳移出量－ホクレン道外移出量（全農再委託分）。
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系
統
外
移
出
は
逆
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
需
給
緩
和

を
悪
化
さ
せ
る
影
響
が
出
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
拍
車
を
か
け

た
の
が
、
販
売
に
窮
し
た
一
部
の
系
統
外
業
者
に
よ
る
生
乳
廉
売

で
あ
る
。
筆
者
は
、
本
州
の
量
販
店
に
て
牛
乳
一
リ
ッ
ト
ル
三
本

セ
ッ
ト
で
四
〇
〇
円
を
切
る
価
格
帯
の
牛
乳
を
確
認
し
て
い
る
。

限
ら
れ
た
量
と
は
い
え
、
こ
の
極
端
に
安
い
価
格
が
小
売
業
者
や

消
費
者
の
相
場
観
に
与
え
た
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。
ま
た
、
廉

売
牛
乳
が
定
時
定
量
入
荷
さ
れ
て
量
販
店
の
一
定
の
棚
を
占
め
る

こ
と
で
、
地
元
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
に
対
す
る
牛
乳
発
注
量
の
変
動

が
大
き
く
な
り
、
需
給
調
整
上
の
負
担
が
重
く
な
る
と
い
う
問
題

も
起
き
て
い
る
。

第
二
に
、
系
統
外
出
荷
者
が
系
統
農
協
の
行
う
需
給
調
整
の
枠

組
み
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
対
す
る
、
系
統
出
荷
者
の
不
公
平
感
の

高
ま
り
で
あ
る
。
現
在
、
在
庫
削
減
対
策
へ
の
資
金
拠
出
や
、
北

海
道
で
は
生
産
調
整
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
系
統
農
協

の
取
り
組
み
で
あ
り
、
系
統
外
出
荷
者
は
こ
れ
ら
の
対
策
に
制
約

さ
れ
な
い
。
系
統
共
販
に
留
ま
る
酪
農
家
か
ら
す
れ
ば
、
系
統
外

出
荷
者
は
自
分
た
ち
の
需
給
調
整
に
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
し
て
い
る
と

実
感
さ
れ
る
。
系
統
外
出
荷
者
が
年
度
代
わ
り
に
系
統
共
販
へ
戻

る
意
志
を
示
し
た
場
合
で
も
、
改
正
畜
安
法
上
は
問
題
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
き
な
軋
轢
が
生
じ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
不
公

平
感
の
高
ま
り
は
、
系
統
農
協
に
対
す
る
酪
農
家
の
信
頼
感
を
低

下
さ
せ
、
系
統
農
協
で
行
う
需
給
調
整
の
合
意
形
成
・
実
行
に
と

っ
て
足
枷
と
な
る
ほ
か
、
系
統
共
販
の
瓦
解
に
繋
が
り
か
ね
な
い

遠
心
力
と
し
て
も
作
用
す
る
。
系
統
農
協
、
あ
る
い
は
酪
農
家
間

に
お
け
る
信
頼
関
係
の
毀
損
は
、
需
給
調
整
の
実
効
性
低
下
以
上

に
深
刻
な
問
題
と
言
え
る
（
清
水
池
二
〇
二
二
）。

4
�
資
材
高
騰
に
よ
る
酪
農
所
得
の
減
少

⑴

酪
農
所
得
へ
の
影
響

前
述
の
需
給
緩
和
に
よ
る
影
響
が
続
く
中
、
二
〇
二
二
年
に
は

飼
料
な
ど
生
産
資
材
が
高
騰
し
、
酪
農
所
得
が
大
幅
に
減
少
し

た
。
特
に
顕
著
な
価
格
上
昇
が
見
ら
れ
た
生
産
資
材
が
、
飼
料
や

肥
料
、
光
熱
動
力
、
建
築
資
材
で
あ
る
。
品
目
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
特
に
二
二
年
後
半
か
ら
価
格
上
昇
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

二
〇
年
平
均
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
指
数
は
二

二
年
一
二
月
時
点
で
、
配
合
飼
料
（
乳
牛
用
）
一
四
七
・
七
、
ヘ

イ
キ
ュ
ー
ブ
（
米
国
産
乾
牧
草
）
一
五
三
・
三
、
肥
料
（
総
合
）

一
五
三
・
三
、
光
熱
動
力
一
二
六
・
六
、
建
築
資
材
一
三
七
・
七

で
あ
る
（
農
林
水
産
省
「
農
業
物
価
統
計
」）。
と
り
わ
け
、
飼
料

は
約
一
・
五
倍
で
あ
り
、
非
常
に
大
き
な
価
格
上
昇
と
な
っ
た
。

二
三
年
三
月
現
在
で
も
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。
生
乳
生
産
費

に
占
め
る
購
入
飼
料
費
（「
流
通
飼
料
費
」）
の
比
率
は
都
府
県
で

四
四
％
、
北
海
道
で
も
三
〇
％
で
あ
り
、
一
・
五
倍
の
価
格
上
昇

は
顕
著
に
コ
ス
ト
を
上
昇
さ
せ
る（
注
9
）。

ま
た
、
同
時
期
に
、
酪
農
家
の
副
産
物
収
入
と
な
る
子
牛
価
格

酪農危機の様相とセーフティネットの提案 ������������������

１９



も
下
落
し
た
。
乳
子
牛
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
雄
）
の
物
価
指
数
は

二
〇
二
二
年
一
二
月
に
一
八
・
八
で
実
に
八
割
強
、乳
用
成
牛（
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
種
雌
）
は
同
じ
く
六
六
・
三
で
三
割
強
の
価
格
下
落

で
あ
る
。
雄
子
牛
は
飼
料
高
騰
に
よ
る
肥
育
農
家
の
買
い
控
え
、

雌
牛
は
在
庫
過
剰
に
よ
る
生
産
抑
制
が
価
格
低
下
の
要
因
と
思
わ

れ
る
。
二
〇
二
三
年
三
月
現
在
で
は
と
も
に
五
〇
台
ま
で
指
数
は

回
復
し
た
が
、
依
然
と
し
て
低
価
格
が
続
い
て
い
る
。

表
2
に
て
、
生
産
資
材
高
騰
と
牛
価
格
下
落
に
よ
る
酪
農
所
得

へ
の
影
響
額
を
独
自
に
試
算
し
た
。
資
材
は
飼
料
と
肥
料
、
光
熱

動
力
、
子
牛
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
雄
・
雌
の
項
目
を
用
い
た
。
二

〇
二
〇
年
平
均
価
格
と
二
二
年
一
二
月
時
点
の
価
格
か
ら
変
化
率

を
求
め
、
生
乳
一
㎏
あ
た
り
各
項
目
に
乗
じ
て
求
め
て
い
る
（
試

算
方
法
の
詳
細
は
表
2
の
注
を
参
照
）。
こ
れ
に
よ
る
と
、
肥
料

と
光
熱
動
力
の
影
響
額
は
一
円
未
満
で
あ
る
一
方
、
生
産
費
に
占

め
る
比
率
の
高
い
飼
料
に
由
来
す
る
影
響
額
は
非
常
に
大
き
く
、

北
海
道
で
一
五
・
〇
円
、
都
府
県
で
二
五
・
四
円
と
な
っ
た
。
子

牛
の
価
格
下
落
に
由
来
す
る
影
響
額
も
、
北
海
道
で
一
一
・
〇

円
、
都
府
県
で
一
五
・
九
円
と
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
影
響
額
を
合

計
す
る
と
、
北
海
道
で
二
七
・
四
円
／
㎏
、
都
府
県
で
四
二
・
五

円
／
㎏
と
な
っ
た
。

次
に
、
二
〇
二
三
年
四
月
時
点
で
、
二
〇
年
比
で
ど
れ
く
ら
い

酪
農
所
得
が
減
少
し
た
か
を
試
算
す
る
。
二
三
年
四
月
現
在
の
酪

農
所
得
を
、
実
搾
乳
量
一
㎏
当
た
り
所
得
（
農
林
水
産
省
「
畜
産

表2 生産資材・畜産物販売価格の変化による生乳1㎏あたり酪農所得への影響試算
単位：円／生乳1㎏

資料：農林水産省「畜産物生産費」「農業物価統計」より作成。
注：1）2020年平均価格と2022年12月時の価格の変化率に、2020年時点の対応する生産費、あるいは副産物（子

牛）価額実額（実搾乳量1㎏あたり）を乗じて試算した。
2）牧草・放牧・採草費の場合、他の農産物を参考に費用の10％が肥料費と想定した。
3）副産物価額・子牛価額は、北海道では雄：雌＝2：3、都府県では価額の半分を雄（残りは交雑種）と
みなした。

都府県

25．4
0．3
0．9

15．9

42．5

北海道

15．0
0．6
0．8

11．0

27．4

2022年12月／2020
年平均比較の価格

変化率
1．498
1．533
1．266

0．188

0．407

合計

「畜産物生産費」
対応項目

流通飼料費
牧草・放牧・採草費
光熱水料及び動力費

副産物価額・子牛

飼料（総合）
肥料（総合）
光熱電力
乳子牛（ホルス
タイン種雄）
乳子牛（ホルス
タイン種雌）

牛個体
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物
生
産
費
」、
二
〇
年
）
を
ベ
ー
ス
に
、
表
2
の
所
得
影
響
額
を

差
し
引
い
て
求
め
た
。
た
だ
し
、
二
三
年
四
月
ま
で
の
乳
価
引
き

上
げ
一
〇
円
／
㎏
分
（
二
二
年
一
一
月
の
飲
用
乳
向
け
乳
価
一
〇

円
／
㎏
、
二
三
年
四
月
の
乳
製
品
向
け
乳
価
一
〇
円
／
㎏
）
と
配

合
飼
料
価
格
安
定
基
金
か
ら
交
付
さ
れ
る
二
二
年
第
四
四
半
期
補

填
金
九
、
四
五
〇
円
／
ｔ
分
は
所
得
に
加
え
た
。
す
る
と
、
生
乳

一
㎏
当
た
り
所
得
は
、
北
海
道
で
二
八
・
二
円
か
ら
一
三
・
二
円

へ
五
三
・
二
％
の
減
少
、
都
府
県
で
三
二
・
二
円
か
ら
二
・
七
円

へ
九
一
・
六
％
の
減
少
で
あ
る
。
北
海
道
よ
り
都
府
県
で
の
所
得

減
少
が
著
し
い
。
乳
価
引
き
上
げ
後
で
も
所
得
は
低
く
、
さ
ら
な

る
乳
価
引
き
上
げ
を
要
す
る
状
況
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
酪
農
家
の
自
助
努
力
で
は
対
応
で
き
な
い
所
得

減
少
額
で
あ
り
、
多
く
の
経
営
が
赤
字
に
転
落
し
て
い
る
と
推
察

さ
れ
る
。
中
央
酪
農
会
議
が
二
三
年
三
月
に
発
表
し
た
緊
急
調

査（
注
10
）に
よ
れ
ば
、
回
答
者
の
八
五
％
が
月
単
位
で
赤
字
経
営
と

回
答
し
、
本
試
算
結
果
は
実
際
の
状
況
と
も
整
合
的
で
あ
る
。

⑵

増
加
す
る
離
農
と
今
後
の
需
給

表
3
は
、
二
〇
二
二
年
度
の
指
定
団
体
受
託
乳
量
と
二
三
年
一

月
時
点
で
の
指
定
団
体
出
荷
戸
数
で
あ
る
。
指
定
団
体
は
各
地
域

で
概
ね
生
乳
集
荷
シ
ェ
ア
九
五
％
以
上
を
有
す
る
た
め
、
指
定
団

体
受
託
乳
量
は
生
乳
生
産
量
、
同
・
出
荷
戸
数
は
酪
農
家
戸
数
に

近
似
す
る
値
と
み
て
よ
い
。

表3 指定団体受託乳量（2022年度）と指定団体出荷戸数（2023年1月時点）

資料：日本農業新聞2023年3月16日付、同年4月18日付に掲載の表より筆者作成。

指定事業者出荷戸数（戸）
前年同月比（％）

▲4．4
▲8．7
▲9．3
▲7．7
▲11．1
▲10．4
▲6．6
▲6．1
▲6．1
▲6．8

（2023年1月時点）
4，707
1，569
1，925
217
529
311
478
232
1，095
11，113

指定事業者受託乳量（ｔ）
前年度比（％）

▲2．3
▲1．7
▲0．2
▲2．0
▲3．4
▲3．4
▲1．1
▲1．0
▲4．7
▲2．2

（2022年度）
4，040，311
493，123
1，048，318
71，572
312，905
143，723
291，685
105，223
571，144
7，078，005

北海道
東北
関東
北陸
東海
近畿
中国
四国
九州
全国
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こ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
二
二
年
に
入
っ
て
離
農
増
加
と
生
産
減

少
が
顕
著
で
あ
る
。
二
三
年
一
月
時
点
出
荷
戸
数
の
前
年
同
月
比

減
少
率
は
例
年
の
お
よ
そ
二
倍
に
達
し
、
経
営
悪
化
に
よ
る
離
農

が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
近
畿
や
東
海
、
関
東
、
東
北

な
ど
で
減
少
率
が
高
く
、
上
位
二
地
域
は
一
〇
％
を
超
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
購
入
飼
料
依
存
度
の
高
い
経
営
が
多
く
、
飼
料
高

騰
の
影
響
が
大
き
い
地
域
と
言
え
る
。
基
本
的
に
、
後
継
者
不
在

の
高
齢
酪
農
家
の
離
農
が
中
心
だ
が
、
こ
こ
一
年
で
は
若
年
層
の

離
農
も
起
き
て
お
り
、
事
態
の
深
刻
さ
が
窺
え
る
。

ま
た
、
二
〇
二
一
年
度
ま
で
増
産
傾
向
が
数
年
間
続
い
て
い
た

が
、
二
二
年
度
は
全
地
域
で
受
託
乳
量
が
前
年
度
比
減
少
に
転
じ

た
。
北
海
道
は
生
産
抑
制
の
効
果
も
あ
る
が
、
都
府
県
は
離
農
増

に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
西
日
本
の
主
産
地
で
あ
る

九
州
の
減
少
率
が
四
・
七
％
と
特
に
高
く
、
近
畿
を
中
心
と
し
た

西
日
本
の
需
給
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

二
〇
二
三
年
五
月
発
表
の
Ｊ
ミ
ル
ク
需
給
見
通
し（
注
11
）は
、
二

三
年
度
は
生
乳
生
産
が
減
る
も
の
の
、
乳
価
値
上
げ
に
伴
う
牛
乳

乳
製
品
の
小
売
価
格
上
昇
な
ど
で
消
費
が
減
少
し
、
需
給
緩
和
が

継
続
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
不
足
に
転
じ
か

ね
な
い
要
素
も
あ
る
。
一
つ
は
予
想
を
上
回
る
生
乳
生
産
量
の
減

少
で
あ
る
。
特
に
、
都
府
県
の
状
況
は
楽
観
視
で
き
な
い
。
い
ま

一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
�
コ
ロ
ナ
明
け
�
に
よ
る
経
済
活
動
の
活
性

化
、
外
食
・
観
光
を
中
心
と
す
る
需
要
の
急
回
復
が
挙
げ
ら
れ

る
。
飲
用
乳
消
費
が
増
加
す
る
夏
季
で
の
牛
乳
供
給
制
限
や
、
年

末
に
お
け
る
業
務
用
バ
タ
ー
不
足
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

現
状
は
、
需
給
緩
和
が
続
く
の
か
、
あ
る
い
は
逼
迫
に
転
じ
る
の

か
、
数
か
月
先
も
見
通
し
づ
ら
い
混
沌
と
し
た
情
勢
と
言
え
よ

う
。

5
�
既
存
制
度
の
機
能
不
全
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

⑴

既
存
制
度
の
機
能
不
全
や
限
界
性

現
下
の
酪
農
危
機
に
対
し
、
主
に
、
農
協
と
乳
業
メ
ー
カ
ー
と

の
交
渉
を
通
じ
た
乳
価
引
き
上
げ
と
、
政
府
に
よ
る
政
策
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
機
能
不
全
、
な
い
し
限
界
性
が
見

ら
れ
る
。

ま
ず
、
乳
価
引
き
上
げ
で
あ
る
。
現
時
点
で
北
海
道
・
都
府
県

と
も
に
手
取
り
乳
価
一
〇
円
／
㎏
の
引
き
上
げ
、
そ
し
て
二
三
年

八
月
に
は
さ
ら
に
飲
用
乳
向
け
乳
価
一
〇
円
／
㎏
引
き
上
げ
が
決

ま
っ
て
い
る
。
過
去
に
な
い
乳
価
引
き
上
げ
幅
の
実
現
は
画
期
的

で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
に
乳
価
引
き
上
げ
ま
で
の
タ

イ
ム
ラ
グ
に
よ
る
酪
農
経
営
へ
の
影
響
が
長
期
化
し
て
い
る
。
仮

に
、
今
年
度
中
に
乳
価
を
累
積
で
二
〇
円
引
き
上
げ
で
き
た
と
し

て
も
、
所
得
影
響
額
の
全
て
を
カ
バ
ー
で
き
ず
、
酪
農
経
営
へ
の

影
響
は
続
く
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
価
格
転
嫁
に
よ
る
消
費
へ
の

影
響
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
生
乳
生
産
費
の
全
て
を
消
費
者
負

担
で
ま
か
な
う
の
が
現
実
的
か
と
い
う
論
点
で
も
あ
る
。
一
パ
ッ
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ク
二
〇
〇
円
弱
だ
っ
た
牛
乳
の
小
売
価
格
は
、
二
二
年
秋
の
値
上

げ
で
二
〇
〇
円
台
前
半
ま
で
上
昇
、
二
三
年
夏
の
追
加
値
上
げ
で

お
そ
ら
く
二
五
〇
円
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
価
格
転
嫁
は
必

要
だ
が
、
そ
れ
に
よ
る
市
場
縮
小
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
直
面
す

る
。次

に
、
政
府
に
よ
る
政
策
は
、
加
工
原
料
乳
補
給
金
と
臨
時
対

策
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

加
工
原
料
乳
補
給
金
は
、
乳
製
品
向
け
生
乳
一
㎏
あ
た
り
約
一

〇
円
の
補
給
金
を
酪
農
家
に
交
付
す
る
制
度
で
あ
る
。
補
給
金
単

価
は
生
乳
生
産
費
上
昇
時
に
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
が
、
二
〇
二
三

年
度
単
価
は
前
年
比
で
四
九
銭
引
き
上
げ
に
留
ま
っ
た
。
言
う
ま

で
も
な
く
こ
の
引
き
上
げ
額
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
補
給

金
制
度
は
生
産
費
高
騰
時
に
所
得
補
償
を
行
え
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
な
い
し
、
大
半
は
飲
用
乳
向
け
生
乳
を
供
給
す
る
都
府
県
の

酪
農
家
に
は
わ
ず
か
し
か
交
付
さ
れ
な
い
。

一
方
の
臨
時
対
策
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
多
く
の
事
業
が
実
施

さ
れ
て
き
た
。
二
〇
二
三
年
度
現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
を

表
4
に
示
し
た
。
配
合
飼
料
価
格
安
定
基
金
へ
の
追
加
拠
出
や
、

自
給
飼
料
拡
大
・
生
産
費
削
減
に
取
り
組
む
酪
農
家
へ
の
支
援
、

前
述
の
Ｊ
ミ
ル
ク
在
庫
削
減
対
策
へ
の
資
金
拠
出
、
乳
牛
飼
養
頭

数
削
減
へ
の
支
援
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
予
算
総
額
は
酪

農
対
象
で
五
〇
〇
億
円
程
度
で
あ
り
、
決
し
て
小
さ
な
額
で
は
な

い
。

表4 2023年度現在における政府の臨時対策（酪農分野）

資料：農林水産省ウェブページ「酪農・牛乳乳製品に関するご意見お問合せについて（FAQ）」
（https://www.maff.go.jp/j/chikusan/gyunyu/rakunou_faq.html）より作成。

注：全畜種対象の予算額については、配合飼料生産量に占める酪農の比率を13％として酪農の予算額を推計した。

予算額
1，148億円
うち酪農149億円

944億円
うち酪農122億円

145億円

37億円

50億円

503億円
※酪農のみ

事業名称、内容
配合飼料価格高騰緊急対策事業
対象：酪農を含む全畜種
内容：配合飼料価格安定基金制度の補填金を加算
飼料価格高騰緊急対策事業のうち配合飼料価格高騰緊急特別対策
対象：酪農を含む全畜種
内容：生産コスト削減に取り組む畜産生産者に別途の補填金を交

付し、配合飼料購入価格を実質的に抑制
飼料価格高騰緊急対策事業のうち国産粗飼料利用拡大対策
対象：酪農
内容：生産コスト削減・国産飼料利用拡大に取り組む酪農家に補填金を交付
ウィズコロナにおける畜産物の需給安定推進事業（乳製品在庫低減
対策消費拡大対策）
対象：酪農
内容：酪農家と乳業メーカーが行う在庫削減対策を支援
酪農経営改善緊急支援事業
対象：酪農
内容：早期に経産牛をリタイアさせ、一定期間生乳の生産抑制に

取り組む酪農家に奨励金を交付
合計
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だ
が
、
こ
れ
ら
対
策
を
全
て
の
酪
農
家
が
利
用
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
優
秀
な
酪
農
家
で
あ
る
ほ
ど
、
こ
れ

以
上
削
減
余
地
の
あ
る
生
産
費
は
少
な
く
、
す
で
に
十
分
に
国
産

飼
料
を
利
用
し
、
減
ら
せ
る
余
裕
の
あ
る
低
能
力
な
乳
牛
は
飼
養

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
臨
時
対
策
の
多
く
は
、
酪
農
家
が
何
ら
か

の
自
助
努
力
を
行
う
場
合
の
追
加
支
出
を
部
分
的
に
減
ら
す
枠
組

み
に
な
っ
て
い
て
、
酪
農
家
の
所
得
を
直
接
増
や
す
対
策
に
は
な

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る（
注
12
）。
五
〇
〇
億
円
の
予
算
が
あ
れ
ば
、

全
生
乳
を
対
象
に
六
円
／
㎏
（
乳
牛
一
頭
当
た
り
六
万
円
）
の
支

払
い
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
方
が
よ
り
効
果
が
高
い
だ
ろ
う
。

⑵

問
題
の
所
在
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
提
案

以
下
で
は
、
酪
農
危
機
で
顕
在
化
し
た
三
つ
の
問
題
と
そ
れ
に

対
応
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
短
期
的
対
策
、
長
期
的
対
策
に

分
け
て
提
案
す
る
。
現
行
対
策
は
、
酪
農
家
の
自
助
努
力
（
金
銭

負
担
）
に
対
し
て
政
府
が
支
援
す
る
枠
組
み
が
基
本
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
た
。

ま
ず
、
対
応
す
べ
き
問
題
は
、
①
生
産
調
整
と
在
庫
削
減
対
策

に
よ
る
酪
農
経
営
へ
の
影
響
、
②
需
給
調
整
に
お
け
る
不
公
平
感

の
高
ま
り
、
③
所
得
減
少
の
長
期
化
、
の
三
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
問
題
に
は
以
下
の
対
応
策
が
考
え
ら
れ
る
。

①
生
産
調
整
と
在
庫
削
減
対
策
に
よ
る
酪
農
経
営
へ
の
影
響

短
期
的
対
策
は
、
政
府
が
脱
脂
粉
乳
在
庫
を
買
い
上
げ
、
酪
農

家
が
在
庫
削
減
対
策
と
不
合
理
な
生
産
調
整
を
一
刻
も
早
く
終
了

で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
脱
脂
粉
乳
三
万
ｔ
を
輸
入
価

格
で
買
い
上
げ
る
と
す
る
と
、
予
算
額
は
一
六
〇
億
円
で
あ
る
。

長
期
的
対
策
は
、
チ
ー
ズ
向
け
生
乳
奨
励
金
制
度
の
創
設
で
あ

る
。
輸
入
チ
ー
ズ
の
国
産
化
を
進
め
て
国
産
需
要
を
増
や
し
、
生

産
調
整
に
依
存
し
な
い
需
給
調
整
の
仕
組
み
を
作
る
必
要
が
あ

る
。
輸
入
チ
ー
ズ
は
生
乳
換
算
で
三
〇
〇
万
ｔ
も
あ
る
一
方
、
国

産
チ
ー
ズ
は
四
〇
万
ｔ
し
か
な
く
、
自
給
率
は
一
割
強
に
す
ぎ
な

い
。
国
内
の
チ
ー
ズ
向
け
生
乳
価
格
を
輸
入
価
格
水
準
ま
で
下

げ
、
そ
の
引
き
下
げ
分
を
奨
励
金
と
し
て
酪
農
家
に
交
付
す
る
。

た
だ
し
、
乳
価
引
き
下
げ
対
象
は
現
状
か
ら
の
拡
大
分
の
み
で
、

加
工
原
料
乳
補
給
金
の
対
象
か
ら
除
外
し
、
最
大
四
〇
万
ｔ
と
す

る
。
輸
入
チ
ー
ズ
三
〇
〇
万
ｔ
の
う
ち
四
〇
万
ｔ
だ
け
で
も
国
産

化
で
き
れ
ば
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
解
消
し
、
自
給
率
向
上
で
食
料
安

全
保
障
に
も
寄
与
す
る
。
制
度
に
必
要
な
予
算
額
は
年
間
で
七
八

億
円
か
ら
一
五
九
億
円
で
あ
る
（
予
算
額
の
根
拠
は
清
水
池
二
〇

二
三
を
参
照
）。

②
需
給
調
整
に
お
け
る
不
公
平
感
の
高
ま
り

短
期
的
か
つ
長
期
的
対
策
と
し
て
、
系
統
外
出
荷
者
・
関
連
事

業
者
を
含
む
包
括
的
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
べ
き
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
既
存
の
Ｊ
ミ
ル
ク
事
業
で
あ
る
脱
脂
粉
乳
等
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在
庫
削
減
対
策
事
業
を
常
設
化
し
、
系
統
外
出
荷
者
等
か
ら
も
資

金
拠
出
を
受
け
た
需
給
調
整
安
定
基
金
と
し
て
再
編
成
す
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
需
給
調
整
コ
ス
ト
を
全
酪
農
家
で
負
担
す
る
体
制

を
構
築
す
る
。

こ
の
基
金
拠
出
を
前
提
に
、
特
に
北
海
道
の
系
統
外
出
荷
者
等

が
、
通
常
は
指
定
団
体
と
取
引
を
行
う
大
手
乳
業
メ
ー
カ
ー
に
対

し
て
乳
製
品
の
委
託
加
工
を
行
う
こ
と
を
制
度
化
し
、
需
給
緩
和

時
に
飲
用
向
け
の
窮
迫
販
売
を
回
避
す
る
方
策
も
考
え
ら
れ
る
。

③
所
得
減
少
の
長
期
化

短
期
的
対
策
は
、
全
酪
農
家
を
対
象
と
し
た
直
接
的
な
所
得
補

償
で
あ
る
。
例
え
ば
、
生
乳
一
㎏
当
た
り
一
〇
円
（
乳
牛
一
頭
当

た
り
一
〇
万
円
）
の
所
得
補
償
に
要
す
る
予
算
額
は
七
四
〇
億
円

で
あ
る
。

長
期
的
対
策
は
、
前
述
の
需
給
調
整
安
定
基
金
に
所
得
補
償
基

金
を
組
み
合
わ
せ
た
多
目
的
基
金
の
創
設
で
あ
る
。
酪
農
家
が
、

生
乳
一
㎏
当
た
り
一
円
を
拠
出
す
る
と
想
定
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

北
海
道
と
都
府
県
で
行
わ
れ
た
一
連
の
在
庫
削
減
対
策
に
酪
農
家

負
担
と
し
て
拠
出
さ
れ
た
同
規
模
の
資
金
を
一
〇
年
間
で
積
み
立

て
る
と
す
れ
ば
、
年
間
積
立
額
は
生
乳
一
㎏
あ
た
り
三
五
銭
程
度

で
あ
る
。
残
り
六
五
銭
を
所
得
補
償
基
金
と
し
て
一
〇
年
間
積
み

立
て
れ
ば
、
全
て
の
生
乳
に
六
・
五
円
／
㎏
を
支
払
え
る
基
金
と

な
る
。
政
府
も
同
額
を
積
み
立
て
る
と
、
合
わ
せ
て
一
三
円
／
㎏

の
支
払
い
が
可
能
に
な
る
。
政
府
の
年
間
予
算
額
は
七
八
億
円
で

あ
る
。
こ
の
仕
組
み
で
あ
れ
ば
、
系
統
外
出
荷
者
も
資
金
拠
出
す

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
チ
ー
ズ
向
け
生
乳
奨
励
金
制

度
に
よ
っ
て
、
従
来
の
よ
う
な
脱
脂
粉
乳
等
の
在
庫
削
減
対
策
を

行
う
必
要
が
な
い
と
す
れ
ば
、
所
得
補
償
に
充
て
ら
れ
る
資
金
は

さ
ら
に
増
加
す
る
。
た
だ
し
、
基
金
規
模
か
ら
し
て
一
年
、
な
い

し
二
年
程
度
し
か
所
得
補
償
は
で
き
な
い
た
め
、
乳
価
引
き
上
げ

ま
で
の
繋
ぎ
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
対
策
を
全
て
行
う
場
合
の
予
算
額
は
年
間
一
、
一
〇

〇
億
円
程
度
、
長
期
的
対
策
に
限
れ
ば
年
間
二
四
〇
億
円
程
度
で

あ
る
。
前
者
の
場
合
は
財
源
確
保
が
問
題
に
な
る
が
、
後
者
で
あ

れ
ば
予
算
の
組
み
替
え
に
よ
っ
て
対
応
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

予
算
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
効
果
的
な
対
策
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

重
要
な
の
は
、
予
算
を
確
保
す
れ
ば
、
食
料
安
全
保
障
が
自
ず

と
達
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
農
産
物
を

生
産
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
農
業
者
で
あ
る
。
危
機
の
中
で
は

農
業
者
の
所
得
を
直
接
、
補
償
す
る
農
業
政
策
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
こ
そ
が
食
料
安
全
保
障
の
実
現
に
寄
与
す
る
。
今
回
の
酪
農

危
機
は
、
産
業
競
争
力
を
高
め
、
農
業
者
の
自
助
努
力
を
促
す
だ

け
の
農
業
政
策
の
機
能
不
全
と
、
農
業
政
策
の
基
本
的
な
理
念
の

転
換
を
突
き
つ
け
て
い
る
と
言
え
る
。
実
現
可
能
性
が
あ
り
効
果
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的
な
政
策
の
枠
組
み
に
つ
い
て
関
係
者
で
知
恵
を
絞
り
、
既
存
制

度
と
は
異
な
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
具
体
的
な
姿
を
酪
農
家
に

示
す
こ
と
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

注（
注
1
）
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
加
盟
国
の
中
に
は
、
畜
産
業
へ
の
ド
ラ
ス
テ

ィ
ッ
ク
な
環
境
規
制
が
提
案
さ
れ
、
社
会
的
な
議
論
が
高
ま
っ
て

い
る
国
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
の
現
状
は
、
渡
辺
（
二

〇
二
三
）
を
参
照
。

（
注
2
）
酪
農
危
機
を
特
集
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
海
道
「
北
海
道
道
」（
二
〇
二
三

年
五
月
一
九
日
放
映
）
で
は
、
業
務
用
バ
タ
ー
の
不
足
傾
向
を
指

摘
す
る
問
屋
の
コ
メ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
不
足
気
味
の
バ

タ
ー
を
補
填
す
る
べ
く
、
乳
製
品
の
国
家
貿
易
は
現
在
、
バ
タ
ー

中
心
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
脱
脂
粉
乳
の
国
家
貿
易
枠
輸

入
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
わ
ず
か
で
あ
る
。

（
注
3
）
清
水
池
（
二
〇
二
一
ａ
）
を
参
照
。
日
本
と
対
照
的
に
、
欧
米
諸

国
で
は
二
〇
二
〇
年
春
に
大
量
の
生
乳
廃
棄
と
価
格
低
下
が
起
き

た
。
し
か
し
、
二
〇
年
夏
に
は
早
く
も
好
調
な
輸
出
市
場
に
牽
引

さ
れ
て
、
需
要
と
価
格
は
急
速
な
回
復
を
遂
げ
た
。

（
注
4
）
国
の
拠
出
分
は
飼
料
転
用
の
み
に
使
用
さ
れ
る
。
二
〇
二
二
年
度

の
実
績
（
概
数
）
は
、
脱
脂
粉
乳
で
飼
料
転
用
二
・
二
万
ｔ
、
輸

入
置
換
四
、
四
〇
〇
ｔ
、
輸
出
六
、
一
〇
〇
ｔ
で
あ
っ
た
。

（
注
5
）
矢
坂
（
二
〇
二
一
）
ｐ
ｐ
�
一
七
〇
―
一
七
四
も
同
様
の
見
解
を

示
し
て
い
る
。
改
正
畜
安
法
に
よ
る
制
度
変
更
や
問
題
点
の
詳
細

は
清
水
池
（
二
〇
二
二
）
を
参
照
。

（
注
6
）
生
乳
生
産
量
か
ら
指
定
団
体
出
荷
乳
量
を
控
除
し
た
量
を
系
統
外

出
荷
乳
量
と
し
て
、
系
統
外
出
荷
比
率
（
分
母
は
生
乳
生
産
量
）

を
求
め
た
。
こ
の
方
法
で
求
め
た
系
統
外
出
荷
乳
量
に
は
酪
農
家

の
自
家
消
費
も
含
ま
れ
る
た
め
、
や
や
過
大
な
試
算
と
な
っ
て
い

る
。

（
注
7
）
二
〇
二
〇
年
度
に
お
け
る
北
海
道
の
系
統
外
比
率
の
低
下
は
、「
乳

質
」を
理
由
と
し
た
生
乳
卸
売
業
者
の
買
入
停
止
が
要
因
で
あ
る
。

清
水
池
（
二
〇
二
一
ｂ
）
ｐ
�
四
八
を
参
照
。

（
注
8
）「
牛
乳
乳
製
品
統
計
」
の
生
乳
移
出
量
か
ら
ホ
ク
レ
ン
道
外
移
出
量

（
全
農
再
委
託
分
）
を
控
除
し
た
量
を
、
系
統
外
移
出
量
と
み
な

し
た
。

（
注
9
）
農
林
水
産
省
「
畜
産
物
生
産
費
」（
二
〇
二
〇
年
）、
乳
脂
肪
分
三

・
五
％
換
算
乳
量
一
〇
〇
㎏
あ
た
り
生
産
費
よ
り
。

（
注
10
）
中
央
酪
農
会
議
「
日
本
の
酪
農
経
営
実
態
調
査
（
二
〇
二
三
）」
よ

り
。
調
査
時
期
は
二
〇
二
三
年
三
月
、
回
答
者
は
一
五
七
戸
で
あ

る
。

（
注
11
）
Ｊ
ミ
ル
ク
「
二
〇
二
三
年
度
の
生
乳
及
び
牛
乳
乳
製
品
の
需
給
見

通
し
と
課
題
に
つ
い
て
（
二
〇
二
三
年
五
月
二
六
日
公
表
）」、

https://w
w
w
.j-m
ilk.jp/gyokai/jukyu/outlook202305.htm

l
よ
り
。

（
注
12
）
例
え
ば
、
乳
牛
頭
数
削
減
に
は
一
頭
一
五
万
円
の
奨
励
金
が
交
付
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さ
れ
る
も
の
の
、
二
〇
二
三
年
度
と
二
四
年
度
の
二
年
間
に
わ
た

っ
て
削
減
頭
数
一
頭
当
た
り
最
低
七
、
五
〇
〇
㎏
／
年
の
生
乳
生

産
量
の
削
減
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
一
方
で
、
年
間
乳
量
一
万
㎏

の
乳
牛
を
削
減
し
た
場
合
、
二
年
間
で
失
わ
れ
る
生
乳
販
売
収
入

は
二
〇
〇
万
円
を
超
え
る
。
乳
牛
の
販
売
価
格
が
七
〇
万
円
だ
っ

た
と
し
て
も
、一
頭
当
た
り
一
〇
〇
万
円
以
上
の
収
入
減
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
こ
の
事
業
を
使
わ
ず
、
一
年
間
だ
け
乳
牛
頭
数
を
削
減

す
る
方
が
一
頭
当
た
り
三
〇
万
円
程
度
の
収
入
減
で
済
む
。
事
業

の
制
度
設
計
に
難
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

引
用
文
献
：

清
水
池
義
治
（
二
〇
二
一
ａ
）「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
）
危
機
の
酪
農
乳
業
へ
の
影
響
と
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
」『
フ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
研
究
』
二
八
（
三
）、
ｐ
ｐ
�
一
七
二
―
一
八
五
。（
ネ
ッ
ト
閲

覧
可
）

清
水
池
義
治
（
二
〇
二
一
ｂ
）「
改
正
畜
安
法
下
の
生
乳
流
通
か
ら
見
え
て
き

た
こ
と
―
北
海
道
か
ら
の
視
点
―
」『
農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ
』七
一（
二
）、

ｐ
ｐ
�
四
三
―
五
一
。（
ネ
ッ
ト
閲
覧
可
）

清
水
池
義
治
（
二
〇
二
二
）「
酪
農
・
畜
産
政
策
の
新
自
由
主
義
的
改
革
と
生

乳
流
通
」
小
野
雅
之
・
横
山
英
信
編
『
農
政
の
展
開
と
食
料
・
農
業
市
場
』

筑
波
書
房
、
ｐ
ｐ
�
一
三
七
―
一
五
三
。

清
水
池
義
治
（
二
〇
二
三
）「
輸
入
か
ら
国
産
へ
置
き
換
え
可
能
な
用
途
別
乳

価
実
現
し
増
産
促
す
―
チ
ー
ズ
奨
励
金
制
度
創
設
に
必
要
な
予
算
は
最
大

一
五
九
億
円
―
」『
デ
ー
リ
ィ
マ
ン
』
七
三
（
二
）、
ｐ
ｐ
�
二
三
―
二
五

高
瀬
雅
男
（
二
〇
二
〇
）「
日
米
の
排
他
的
販
売
契
約
と
競
争
法
」『
行
政
社

会
論
集
』
三
二
（
四
）、
ｐ
ｐ
�
六
五
―
一
四
一
。

渡
辺
淳
一
（
二
〇
二
三
）「
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
酪
農
の
最
近
の

動
向
に
つ
い
て
」『
畜
産
の
情
報
』
四
〇
四
、
ｐ
ｐ
�
六
九
―
八
〇
。（
ネ

ッ
ト
閲
覧
可
）

矢
坂
雅
充
（
二
〇
二
一
）「
生
乳
市
場
の
変
容
と
指
定
団
体
の
組
織
・
機
能
を

め
ぐ
る
課
題
」『
農
業
研
究
』
三
四
、
ｐ
ｐ
�
一
五
五
―
一
七
六
。
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1
�
は
じ
め
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
円
安
に
端
を
発
し
た
飼
料
価
格
の
空
前
の

高
騰
は
、
肉
用
牛
経
営
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
肉
用
牛
肥
育

経
営
の
飼
料
は
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ
（
可
消
化
養
分
総
量
）
ベ
ー
ス
で
八
九

％
を
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大
麦
と
い
っ
た
濃
厚
飼
料
に
依
存
し
、
そ

の
八
七
％
は
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
繁
殖
経
営
で
も
濃
厚
飼

料
は
Ｔ
Ｄ
Ｎ
の
四
四
％
を
占
め
、
ま
た
、
残
り
の
五
六
％
に
あ
た

る
粗
飼
料
で
も
そ
の
二
四
％
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
濃
厚
飼

料
の
高
騰
に
伴
う
肥
育
経
営
の
収
益
悪
化
は
子
牛
の
買
控
え
を
招

き
、
子
牛
価
格
は
二
〇
二
二
年
度
の
七
四
・
五
万
円
か
ら
二
〇
二

三
年
度
に
は
六
四
・
二
万
円
に
下
落
し
た
。
輸
入
粗
飼
料
の
価
格

も
同
様
に
高
騰
し
て
お
り
、
子
牛
価
格
の
下
落
と
飼
料
価
格
の
高

騰
は
、
繁
殖
経
営
の
収
益
も
悪
化
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
飼
料

高
騰
に
よ
る
肉
用
牛
経
営
の
収
益
悪
化
に
対
し
て
は
、
短
期
的
に

は
激
変
緩
和
の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
重
要
で
あ
る
が
、

よ
り
長
期
的
に
は
、
自
給
飼
料
に
立
脚
し
た
肉
用
牛
経
営
の
確
立

が
問
わ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
肉
用
牛
経
営
に
お
い
て
飼
料
自
給
が
叫
ば
れ
る
の

は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
粗
飼
料
の
自
給

は
、
国
土
の
有
効
利
用
や
耕
作
放
棄
地
の
活
用
と
い
っ
た
政
策
目

的
と
も
相
俟
っ
て
、
早
く
か
ら
重
視
さ
れ
て
き
た
。
日
本
で
は
一

九
七
〇
年
代
よ
り
大
規
模
な
草
地
開
発
事
業
や
公
共
牧
場
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
き
た
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
飼
料
稲
の
耕
畜

連
携
や
水
田
放
牧
な
ど
も
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て

近
年
で
は
、
耕
種
農
業
の
後
退
に
伴
う
耕
地
利
用
の
縮
減
と
と
も

に
、
牧
草
生
産
や
放
牧
に
必
要
な
土
地
の
相
対
価
格
が
低
下
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
は
、
輸
入
飼
料
の
価

肉
用
牛
経
営
の
飼
料
自
給
は
な
ぜ
進
ま
な
い
の
か
？大

呂
興
平

大
分
大
学
経
済
学
部

教
授
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格
が
上
昇
基
調
で
推
移
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
生
産
要
素
価
格
の

変
化
も
粗
飼
料
自
給
を
促
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
肉
用
牛
経
営
の
飼
料
自
給
率
は
停
滞
を
続
け
て
い
る
。

日
本
で
は
二
〇
〇
〇
年
代
よ
り
粗
飼
料
自
給
率
一
〇
〇
％
の
数
値

目
標
が
掲
げ
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
達
成
さ
れ
な
い
ま
ま
、
現

在
ま
で
目
標
の
先
送
り
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
肉
用
牛
経
営
の
危

機
と
そ
の
対
処
を
検
討
す
る
う
え
で
は
、
粗
飼
料
自
給
を
促
す
状

況
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
そ
れ
が
十
分
に
根
付
か
な

い
の
か
を
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
が
本
稿
の
基
本
的
な
問
題
意
識
で
あ
る
。

本
論
の
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
日
本
の
肉
用
牛
経
営

は
、
確
実
な
個
体
管
理
を
通
じ
て
高
い
販
売
額
を
実
現
で
き
る
か

ど
う
か
が
収
益
を
大
き
く
左
右
す
る
市
場
環
境
に
置
か
れ
て
お

り
、
こ
う
し
た
特
殊
日
本
的
な
条
件
が
飼
料
自
給
に
高
い
ハ
ー
ド

ル
を
課
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
飼
料
自
給
が
多
少
の

生
産
コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
が
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
牛
の
販
売

額
の
下
落
を
招
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
許
容
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、

自
給
飼
料
に
立
脚
し
た
肉
用
牛
経
営
の
確
立
の
た
め
に
は
、
こ
の

こ
と
を
自
覚
し
て
技
術
や
制
度
を
模
索
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
と
い
う
の
が
本
稿
の
主
張
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
肉
用
牛
を
め

ぐ
る
飼
料
自
給
の
現
状
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
将
来
に
つ

い
て
若
干
の
展
望
を
試
み
た
い
。

2
�
肉
用
牛
部
門
と
飼
料
基
盤
の
動
向

日
本
の
牛
肉
、
と
く
に
そ
の
和
牛
は
、
輸
入
農
産
物
と
の
間
に

品
質
面
で
明
確
な
差
別
化
が
で
き
、
価
格
が
維
持
さ
れ
て
い
る
例

外
的
な
農
業
部
門
で
あ
る
。
日
本
で
は
一
九
八
〇
年
代
末
の
輸
入

自
由
化
と
と
も
に
米
国
や
豪
州
か
ら
の
安
価
な
牛
肉
の
輸
入
が
急

増
し
た
が
、和
牛
や
そ
の
交
雑
種
は
特
有
の
脂
肪
交
雑（
霜
降
り
）

と
柔
ら
か
い
食
味
を
背
景
に
国
内
に
需
要
が
維
持
さ
れ
、
価
格
も

あ
る
程
度
堅
調
に
推
移
し
た
（
図
1
）。
さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年

代
以
降
は
和
牛
肉
の
輸
出
も
増
加
し
て
お
り
、
和
牛
に
は
品
質
面

で
は
世
界
的
に
も
競
争
力
が
あ
る
。
牛
肉
や
子
牛
の
価
格
は
周
期

的
な
騰
落
を
伴
う
た
め
に
長
期
的
な
比
較
が
重
要
で
あ
る
が
、
一

九
九
〇
年
代
、
二
〇
〇
〇
年
代
、
二
〇
一
〇
年
代
の
各
一
〇
年
間

の
平
均
で
み
る
と
、
こ
の
間
、
和
牛
（
Ａ
3
、
去
勢
）
の
一
㎏
あ

た
り
枝
肉
価
格
は
一
五
八
八
円
か
ら
一
六
七
五
円
、
さ
ら
に
一
九

一
〇
円
へ
と
上
昇
基
調
で
推
移
し
、
肥
育
牛
の
販
売
価
格
も
七
九

・
五
万
円
か
ら
八
一
・
六
万
円
、
さ
ら
に
一
〇
八
・
九
万
円
に
上

昇
し
た
（
畜
産
生
産
費
調
査
）。
ま
た
、
子
牛
は
構
造
的
な
供
給

不
足
も
手
伝
っ
て
（
大
呂
二
〇
一
九
）、
三
八
・
六
万
円
か
ら
四

三
・
四
万
円
、
さ
ら
に
六
二
・
一
万
円
へ
と
大
幅
な
価
格
上
昇
を

示
し
て
い
る
（
農
業
物
価
統
計
）。

こ
う
し
た
牛
肉
の
品
質
面
で
の
差
別
化
が
、
生
産
者
や
行
政
の

不
断
の
努
力
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
牛
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肉
輸
入
自
由
化
直
前
の
一
九
八
八
年
に
は
、
牛
肉
の
肉
質
、
と
く

に
そ
の
脂
肪
交
雑
を
細
か
く
評
価
す
る
現
在
の
格
付
制
度
が
導
入

さ
れ
、
和
牛
肉
は
肉
質
等
級
を
基
準
に
し
て
大
き
な
価
格
差
が
生

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
や
県
、
地
域
の
家
畜
改
良
組
合
や
個
人

の
ブ
リ
ー
ダ
ー
な
ど
で
は
、
脂
肪
交
雑
を
重
視
し
つ
つ
増
体
性
も

伴
っ
た
家
畜
改
良
を
活
発
化
さ
せ
、
遺
伝
的
能
力
に
優
れ
た
種
雄

牛
が
次
々
と
作
出
さ
れ
た
。
生
産
現
場
で
も
脂
肪
交
雑
と
と
も
に

増
体
も
得
ら
れ
る
よ
う
、
給
餌
や
管
理
に
関
す
る
試
行
錯
誤
が
繰

り
返
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
努
力
の
結
果
と
し
て
、
一
九
九
九
年
か

ら
二
〇
二
一
年
の
間
に
、
和
牛
去
勢
牛
に
お
い
て
最
も
格
付
が
高

い
Ａ
5
等
級
の
占
め
る
割
合
は
一
六
・
九
％
か
ら
五
三
・
三
％
へ

と
急
増
し
た
。
同
時
に
、
枝
肉
重
量
は
四
三
五
㎏
か
ら
五
一
二
㎏

へ
、
出
荷
生
体
重
で
は
六
八
一
㎏
か
ら
八
一
二
㎏
へ
と
増
加
し
て

い
る
。

こ
う
し
た
肉
用
牛
経
営
の
対
応
は
他
方
で
、
和
牛
の
遺
伝
的
多

様
性
の
喪
失
や
、
ほ
ど
よ
い
霜
降
り
や
赤
身
肉
が
評
価
さ
れ
る
近

年
の
国
内
の
消
費
動
向
と
の
乖
離
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
副
作
用
を

も
た
ら
し
て
い
る
が
（
大
呂
二
〇
二
〇
）、
輸
入
飼
料
へ
の
依
存

の
深
化
も
そ
の
重
大
な
副
作
用
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
間
の
和
牛

の
肥
育
期
間
は
、
一
九
九
〇
年
の
一
九
・
八
ヶ
月
か
ら
二
〇
二
〇

年
の
二
〇
・
五
ヶ
月
へ
と
長
期
化
し
て
お
り
、
し
か
も
、
こ
の
間

に
出
荷
生
体
重
が
増
加
し
た
こ
と
は
、
濃
厚
飼
料
も
そ
れ
だ
け
多

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
繁
殖

図1 枝肉卸売価格および子牛価格の推移

資料：食肉流通統計、農業物価統計、2022年のみ速報値として農畜産業振興機構の集計を利用。
枝肉価格は東京食肉市場の去勢牛の㎏あたり価格。子牛価格は去勢牛。
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経
営
で
も
、
出
荷
体
重
を
増
や
し
て
販
売
単
価
を
高
め
る
た
め

に
、
市
場
前
に
は
子
牛
に
濃
厚
飼
料
を
給
与
す
る
こ
と
が
一
般
化

し
た
。
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
、
さ
ら
に
二
〇
二
一
年
に

お
け
る
配
合
飼
料
の
使
用
を
見
る
と
（
表
1
）、
肥
育
経
営
で
も

繁
殖
経
営
で
も
、
使
用
量
お
よ
び
支
出
金
額
が
こ
の
間
に
大
幅
に

増
加
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
濃
厚
飼
料
の
多
給
が
生
産
費
の
増
大

を
招
く
と
と
も
に
、
飼
料
自
給
率
を
引
き
下
げ
る
最
大
の
要
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

粗
飼
料
に
つ
い
て
は
、
輸
入
粗
飼
料
を
購
入
す
る
ほ
か
に
、
肉

用
牛
経
営
自
ら
が
飼
料
作
物
を
作
付
し
収
穫
す
る
、
飼
料
作
物
の

収
穫
・
調
製
を
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
等
に
委
託
す
る
、
牛
を
公
共
牧

場
に
預
け
て
放
牧
す
る
、
牛
を
自
分
の
田
畑
に
放
牧
す
る
（
経
営

内
放
牧
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
達
方
法
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
動
向
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
長
期
的
に
体
系
立
て
て
は
集
計
さ

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
放
牧
や
飼
料
作
物
生
産
に
関
わ
る
い
く

つ
か
の
統
計
デ
ー
タ
を
寄
せ
集
め
る
と
、
繁
殖
経
営
の
粗
飼
料
自

給
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
大
幅
に
は
増
え
て
は
お
ら
ず
、
よ

り
細
か
く
見
る
と
、
粗
放
的
な
放
牧
は
減
少
し
、
よ
り
集
約
的
な

経
営
内
放
牧
や
粗
飼
料
の
作
付
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
と
い

っ
た
、
お
お
ま
か
な
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
粗
放
的
な
放
牧
が
行
わ
れ
て
い
た
公
共
牧
場
で
は
、
そ

の
牧
場
数
が
減
少
を
続
け
て
お
り
、
肉
用
牛
の
公
共
牧
場
の
利
用

頭
数
も
一
九
九
〇
年
か
ら
半
減
し
て
い
る
（
表
2
）。
他
方
で
、

表1 繁殖経営と肥育経営の配合飼料の使用の変化

資料：畜産物生産費
繁殖経営の配合飼料使用量は，母牛に給与しているものも含まれる。

繁殖経営（子牛1頭あたり） 肥育経営（肥育去勢牛1頭あたり）

配合飼料の使用 子牛販売
価格（円）

配合飼料の使用 肥育牛販売
価格（円）重量（㎏） 金額（円） 重量（㎏） 金額（円）

1990年 593 32，862 467，025 1，793 82，836 875，792

2003年 708 37，009 392，320 2，264 99，452 787，591

2021年 1，435 114，083 718，350 4，863 300，763 1，360，034
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自
ら
の
田
畑
に
放
牧
を
行
う
経
営
内
放
牧
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一

三
年
以
降
の
戸
数
し
か
デ
ー
タ
が
捕
捉
で
き
な
い
が
、
二
〇
一
三

年
の
四
一
三
〇
戸
か
ら
二
〇
二
〇
年
の
四
〇
七
〇
戸
と
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
し
て
い
る
（
草
地
畜
産
協
会
調
べ
）。
ま
た
、
表
2
の

よ
う
に
、
放
牧
牛
の
う
ち
成
牛
の
割
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
親
子
で
の
放
牧
は
減
少
し
て
お
り
、
集
約
的
な
管
理

の
必
要
性
が
低
い
妊
娠
確
認
後
の
母
牛
の
み
を
放
牧
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
飼
料
作
物
の
生
産
に
つ
い
て

は
、
作
付
面
積
は
全
体
的
に
横
ば
い
で
あ
り
、
肉
用
牛
経
営
の
う

ち
飼
料
作
物
を
作
付
す
る
も
の
の
割
合
も
八
〇
％
前
後
で
大
き
な

変
化
は
な
い
（
表
2
）。

二
〇
〇
〇
年
代
前
半
ま
で
は
、
濃
厚
飼
料
や
粗
飼
料
に
お
け
る

輸
入
依
存
は
、
こ
れ
ら
が
低
価
格
で
入
手
で
き
る
と
い
う
経
済
状

況
に
後
押
し
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
図
2
の
よ
う
に
、
日
本
で

は
一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
円
高
の
進
行
と
と
も
に
輸
入

飼
料
価
格
が
大
幅
に
下
落
し
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇

〇
年
代
前
半
に
か
け
て
は
粗
飼
料
も
配
合
飼
料
も
1
㎏
あ
た
り
五

〇
円
程
度
の
単
価
が
維
持
さ
れ
て
い
た
（
千
田
二
〇
一
五
）。
と

こ
ろ
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
、
輸
入
飼
料
の
価
格
は
世
界

的
な
畜
産
物
消
費
の
増
加
と
そ
れ
に
伴
う
飼
料
需
要
の
拡
大
と
と

も
に
大
幅
な
上
昇
に
転
じ
、
さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
代
に
は
円
安
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
影
響
で
空
前
の
高
騰
を
示
し
て
い
る
。
二
〇

一
〇
年
時
点
で
の
農
林
水
産
省
の
試
算
に
よ
る
と
、
自
給
飼
料
生

表2 肉用牛経営の粗飼料自給に関する変化

資料：「公共牧場・放牧をめぐる情勢」、畜産統計
1）肉用牛経営による放牧は、2018年の数値。畜産統計では、放牧面積は2018年以降、飼料作物の作付農家数は
2019年以降、それぞれ集計が行われていない。ndはデータなし。

1990年 2000年 2010年 2019年1）

公共牧場
の利用

牧場数（カ所） 1，146 915 833 688

肉用牛の利用頭数（千頭） 95 61 44 41

肉用牛経営
による放牧

放牧頭数（公共牧場の利用を含む）（千頭） nd nd 113 88

放牧頭数に占める成牛の割合（％） nd nd 82．3 89．2

肉用牛飼養農家に占める放牧農家の割合（％） nd nd 12．7 13．3

肉用牛経営
による

飼料作物生産

全国の作付面積（千ha） nd nd 193 195

都府県の作付面積（千ha） nd nd 112 108

肉用牛飼養農家に占める作付農家の割合（％） nd nd 82．6 79．8
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産
に
要
す
る
費
用
は
四
三
円
／
㎏
・
Ｔ
Ｄ
Ｎ
で
あ
り
、
配
合
飼
料

の
価
格
七
二
円
／
㎏
・
Ｔ
Ｄ
Ｎ
や
輸
入
乾
牧
草
の
価
格
八
七
円
／

㎏
・
Ｔ
Ｄ
Ｎ
と
比
較
し
て
も
安
価
で
あ
っ
た
（
農
林
水
産
省
二
〇

一
四
）。
現
在
は
当
時
よ
り
も
輸
入
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
生
産
費
に
お
け
る
粗
飼
料
自
給
の
優
位
性
は
さ

ら
に
強
ま
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
〇
年
代

半
ば
以
降
に
肉
用
牛
経
営
が
粗
飼
料
自
給
に
本
格
的
に
回
帰
し
て

い
る
動
き
は
、
個
別
の
優
良
事
例
と
し
て
は
そ
の
報
告
が
あ
っ
て

も
、
統
計
上
は
必
ず
し
も
明
確
に
は
読
み
取
れ
な
い
。

な
ぜ
、
粗
飼
料
自
給
は
停
滞
を
続
け
る
の
か
。
こ
れ
を
理
解
す

る
う
え
で
は
、
現
実
の
繁
殖
経
営
が
置
か
れ
て
い
る
経
済
環
境
に

つ
い
て
、
よ
り
踏
み
込
ん
で
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

3
�
肉
用
牛
経
営
を
取
り
巻
く
市
場
環
境
と
経
営
対
応

こ
こ
で
は
、
筆
者
が
沖
縄
県
の
多
良
間
島
で
実
施
し
た
農
家
の

収
益
性
の
調
査
を
も
と
に
（
大
呂
二
〇
二
一
）、
個
々
の
肉
用
牛

繁
殖
経
営
が
置
か
れ
て
い
る
経
済
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
本
稿
で
こ
の
事
例
を
紹
介
す
る
の
は
、
悉
皆
的
な
調
査
を
通

じ
て
地
域
の
各
農
家
に
お
け
る
収
益
水
準
が
推
計
で
き
た
た
め
、

個
々
の
農
家
が
置
か
れ
て
い
る
経
済
環
境
を
よ
り
精
緻
に
説
明
で

き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
多
良
間
島
で
は
、
牧
草
の
ラ
ッ
プ

サ
イ
レ
ー
ジ
の
受
委
託
が
進
展
し
て
お
り
、
母
牛
二
〇
頭
未
満
の

繁
殖
経
営
の
多
く
は
、
採
草
機
械
を
持
た
ず
に
ラ
ッ
プ
一
個
あ
た

図2 配合飼料およびヘイキューブの価格推移（1㎏あたり）

資料：農業物価統計
2020年を100とする消費者物価指数でデフレートした実質価格。
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り
四
千
円
で
の
受
委
託
を
通
じ
て
粗
飼
料
を
効
率
的
に
確
保
し
て

お
り
、
粗
飼
料
自
給
と
い
う
面
で
は
そ
れ
が
高
い
水
準
で
実
現
さ

れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
か
つ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
粗
放
的
な

放
牧
は
縮
小
し
て
い
る
し
、
輸
入
の
配
合
飼
料
や
粗
飼
料
の
利
用

も
増
え
て
い
る
。

以
下
で
は
、
や
や
古
く
な
る
が
二
〇
一
七
年
当
時
の
農
家
の
記

録
を
も
と
に
、
当
該
地
域
に
お
け
る
、
粗
飼
料
を
ラ
ッ
プ
委
託
に

全
面
的
に
依
存
す
る
母
牛
一
〇
頭
の
小
規
模
経
営
の
標
準
的
な
収

益
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
生
産
費
に
つ
い
て
み
る
と
1
、

粗
飼
料
に
関
し
て
は
標
準
的
に
は
、
こ
の
地
域
で
は
牧
草
地
一
・

五
ha
で
ラ
ッ
プ
を
年
間
一
五
〇
個
生
産
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

ラ
ッ
プ
生
産
の
委
託
費
が
六
〇
万
円
か
か
り
、
こ
の
他
に
牧
草
地

へ
の
肥
料
散
布
に
三
三
万
円
（
一
〇
ａ
あ
た
り
一
〇
袋
で
一
五
〇

個
、
一
袋
二
千
円
、
施
肥
委
託
一
袋
あ
た
り
二
〇
〇
円
）
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
母
牛
1
頭
に
つ
き
、
濃
厚
飼
料
費
を
五

万
円
、
診
療
費
お
よ
び
人
工
授
精
費
に
二
・
五
万
円
、
登
録
料
等

に
一
万
円
、
そ
の
他
の
修
繕
費
に
五
千
円
を
計
上
す
る
と
、
母
牛

一
頭
あ
た
り
の
生
産
費
は
一
八
・
三
万
円
と
な
る
。
こ
う
し
た
母

牛
一
頭
あ
た
り
の
生
産
費
は
、
当
該
地
域
で
は
農
家
間
に
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
差
が
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
母
牛
一
頭
か
ら
得
ら
れ
る
子
牛
の
販
売
額
に
は
、

農
家
間
で
き
わ
め
て
大
き
な
差
が
あ
る
。
筆
者
は
二
〇
一
四
年
か

ら
二
〇
一
六
年
の
子
牛
市
場
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
、
当
該
地
域

の
各
生
産
者
に
お
け
る
、
子
牛
の
生
産
率
と
平
均
子
牛
価
格
（
去

勢
）
を
推
計
し
た
2
。
子
牛
の
生
産
率
と
は
、
母
牛
一
頭
が
年
間

何
頭
の
子
牛
を
生
産
し
た
か
を
示
す
数
値
で
あ
り
、
生
産
率
に

は
、
母
牛
の
受
胎
率
や
分
娩
時
や
哺
育
時
に
お
け
る
事
故
率
が
反

映
さ
れ
て
い
る
。
母
牛
の
人
工
授
精
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
と
、

受
胎
が
遅
れ
て
生
産
率
が
低
下
す
る
が
、
飼
い
主
が
発
情
兆
候
に

気
づ
か
な
い
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
母
牛
が
妊
娠

し
て
も
分
娩
時
や
哺
育
時
に
子
牛
が
死
亡
し
て
、
生
産
率
の
低
下

に
悩
ま
さ
れ
る
農
家
も
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
近
年
で
は
、
ワ
ク
チ

ン
摂
取
や
発
情
同
期
化
と
い
っ
た
予
防
獣
医
学
の
発
展
や
、
発
情

や
分
娩
を
通
知
す
る
機
器
の
開
発
な
ど
を
通
じ
て
、
以
前
よ
り
も

個
体
管
理
が
容
易
に
な
っ
て
い
る
面
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
地

域
の
母
牛
二
〇
頭
未
満
の
経
営
体
二
四
戸
に
お
い
て
、
生
産
率
上

位
三
三
％
ま
で
の
生
産
者
の
平
均
生
産
率
は
〇
・
八
六
、
三
三
〜

六
六
％
（
中
位
）
の
そ
れ
は
〇
・
七
〇
、
六
六
％
以
下
（
下
位
）

で
は
〇
・
五
六
と
、
大
き
な
差
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
子
牛
価
格
で
も
経
営
間
の
差
は
大
き
い
。
肥
育
農
家

の
好
む
流
行
の
血
統
の
子
牛
で
あ
れ
ば
、
平
均
よ
り
一
〇
万
円
以

上
も
高
く
売
れ
る
こ
と
も
多
い
し
、
ま
た
、
発
育
が
遅
れ
て
体
重

が
小
さ
い
子
牛
は
一
〇
万
円
以
上
も
価
格
が
下
が
る
こ
と
も
珍
し

く
な
い
。
実
際
に
各
農
家
の
販
売
す
る
子
牛
の
平
均
価
格
を
見
る

と
、
上
位
で
は
四
五
・
四
万
円
、
中
位
で
は
四
二
・
二
万
円
、
下

位
で
は
三
九
・
二
万
円
と
い
う
差
が
生
じ
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
な
個
体
管
理
の
成
果
の
差
異
は
、
各
農
家
の
所
得

に
大
き
な
格
差
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
表
3
は
、
母
牛
一
頭
あ
た

り
一
八
・
三
万
円
と
い
う
上
記
の
生
産
費
を
適
用
し
、
生
産
率
お

よ
び
子
牛
価
格
の
上
位
、
中
位
、
下
位
ご
と
に
、
母
牛
一
〇
頭
を

飼
養
し
て
得
ら
れ
る
所
得
を
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
生
産
率
と

子
牛
価
格
が
と
も
に
上
位
の
経
営
で
あ
れ
ば
二
〇
八
万
円
の
所
得

が
得
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
が
と
も
に
中
位
で
あ
れ
ば
一

一
〇
万
円
、
下
位
で
あ
れ
ば
所
得
は
わ
ず
か
三
〇
万
円
に
な
り
、

個
体
管
理
の
巧
拙
に
よ
っ
て
決
定
的
な
所
得
差
が
生
じ
て
い
た
。

こ
の
推
計
は
、
子
牛
価
格
の
平
均
が
四
一
・
八
万
円
と
い
う
二
〇

一
〇
年
代
半
ば
の
当
該
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る

が
、
二
〇
一
〇
年
代
後
半
の
よ
う
に
子
牛
価
格
が
高
騰
す
れ
ば
、

農
家
間
の
所
得
差
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

こ
う
し
た
条
件
下
で
は
、
農
家
の
関
心
は
、
粗
飼
料
自
給
を
通

じ
た
生
産
費
の
節
減
よ
り
も
、
牛
の
個
体
管
理
の
徹
底
を
通
じ
た

販
売
価
格
の
上
昇
に
注
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
粗
飼

料
の
自
給
が
個
体
管
理
に
悪
影
響
を
与
え
な
け
れ
ば
、
よ
り
低
コ

ス
ト
な
粗
飼
料
自
給
が
選
択
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
現
実
に

は
、
粗
飼
料
調
達
の
方
法
と
個
体
管
理
の
あ
り
方
に
は
密
接
な
関

連
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
粗
放
的
な
放
牧
で
は
、
子
牛
や
母
牛
の

事
故
は
あ
る
程
度
避
け
が
た
く
、
事
故
率
が
高
く
な
り
や
す
い
。

牧
草
を
自
ら
作
付
し
収
穫
す
る
と
、
農
繁
期
に
は
発
情
を
見
落
と

し
生
産
率
が
低
下
し
や
す
い
。
さ
ら
に
、
品
質
が
不
安
定
で
ば
ら

表3 母牛10頭の繁殖経営における所得の推計（単位：万円）

（販売子牛頭数）×（子牛価格）－（生産費：183万円）で求めた。

生産率水準別の販売子牛頭数

上位
8．6頭

中位
7．0頭

下位
5．6頭

子牛価格
水準別の
子牛価格

上位
45．5万円 208 136 72

中位
41．8万円 176 110 51

下位
38．1万円 145 84 30
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つ
き
が
ち
な
自
給
粗
飼
料
は
、
多
頭
飼
養
に
は
扱
い
づ
ら
い
こ
と

も
多
い
。

こ
う
し
た
中
で
、
各
農
家
に
と
っ
て
は
、
個
体
管
理
が
損
な
わ

れ
な
い
こ
と
が
、
粗
飼
料
自
給
の
前
提
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
多

良
間
島
で
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
分
娩
時
の
母
牛
観
察
が
励
行
さ

れ
、
ま
た
、
子
牛
の
下
痢
防
止
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

な
か
で
、
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
粗
放
的
な
親
子
放
牧
は
ほ
と
ん

ど
姿
を
消
し
た
。他
方
で
、ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
の
生
産
委
託
は
、

各
農
家
が
個
体
管
理
に
専
念
で
き
、
ま
た
生
産
さ
れ
る
牧
草
の
品

質
も
安
定
し
て
お
り
牛
の
体
調
を
損
な
う
こ
と
も
な
か
っ
た
た

め
、
大
幅
に
進
展
し
て
い
た
。

4
�
お
わ
り
に

飼
料
自
給
は
、
国
に
と
っ
て
は
重
大
な
関
心
事
で
あ
る
が
、
現

場
の
肉
用
牛
経
営
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
優
先
順
位
の
高
い
問
題

で
は
な
い
。
肉
用
牛
経
営
に
と
っ
て
は
、
個
体
管
理
の
成
否
が
経

営
を
決
定
的
に
左
右
す
る
の
で
あ
り
、
輸
入
粗
飼
料
の
高
騰
と
と

も
に
粗
飼
料
自
給
の
優
位
性
が
増
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
た

だ
ち
に
粗
飼
料
自
給
が
進
む
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
粗
飼

料
価
格
の
高
騰
に
直
面
し
た
肉
用
牛
繁
殖
経
営
が
、
粗
飼
料
生
産

を
放
棄
し
て
個
体
管
理
に
集
中
す
る
こ
と
で
販
売
額
を
増
や
し
、

生
産
費
の
上
昇
分
を
吸
収
し
よ
う
と
す
る
こ
と
も
、
生
産
者
の
合

理
的
選
択
と
し
て
は
あ
り
う
る
。
飼
料
価
格
は
上
昇
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
粗
飼
料
自
給
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
二
〇
〇
〇

年
代
後
半
か
ら
の
状
況
は
、
こ
の
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い

る
。し

か
し
、
輸
入
粗
飼
料
を
購
入
し
個
体
管
理
に
特
化
す
る
こ
と

が
生
産
者
の
合
理
的
選
択
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
政
策
的

に
推
進
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
姿
で
は
な
い
。
二
〇
一
〇
年
代
半

ば
以
降
、肉
用
牛
部
門
で
も
、畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
を
通
じ
て
、

生
産
者
の
要
望
に
応
え
る
か
た
ち
で
巨
大
な
牛
舎
が
次
々
と
造
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
牛
舎
で
は
輸
入
粗
飼
料
の
利
用
を
前
提

に
き
わ
め
て
集
約
的
な
飼
養
管
理
が
実
施
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多

い
。
こ
う
し
た
対
応
は
、
た
し
か
に
、
確
実
な
個
体
管
理
は
容
易

か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
の
肉
用
牛
経
営
を
、
世
界
に
類
を
見
な

い
高
コ
ス
ト
か
つ
不
安
定
な
構
造
へ
と
自
ら
誘
導
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
低
コ
ス
ト
か
つ
持
続
的
な
畜
産
を
実
現
す
る
う
え
で

は
、
飼
料
自
給
に
立
脚
し
た
肉
用
牛
経
営
が
目
指
す
べ
き
姿
で
あ

る
こ
と
に
は
疑
い
が
な
い
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
肉
用
牛
経
営
の
飼
料
自
給
を
め
ぐ
っ

て
、
政
策
と
し
て
望
ま
し
く
か
つ
実
現
可
能
性
が
あ
る
対
応
と

は
、
個
体
管
理
が
改
善
さ
れ
る
か
、
少
な
く
と
も
そ
れ
が
損
な
わ

れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
て
、
飼
料
自
給
の
技
術

開
発
や
仕
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
沖
縄
の
離
島
で
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
仕
組
み
が
広
が
っ
た
の
は
、
そ
れ
に
よ
り
安

価
に
飼
料
を
調
達
で
き
た
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
い
。
そ
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れ
に
よ
り
、
各
農
家
が
個
体
管
理
に
専
念
で
き
、
供
給
さ
れ
る
ラ

ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
も
安
定
し
て
お
り
牛
の
生
育
に
悪
影
響

を
与
え
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
普
及
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
近

年
全
国
的
に
よ
く
見
ら
れ
る
妊
娠
確
認
後
の
母
牛
の
経
営
内
放
牧

も
、
単
に
そ
れ
が
省
力
的
だ
か
ら
で
は
な
く
、
放
牧
下
で
も
母
牛

の
事
故
リ
ス
ク
が
無
視
で
き
る
ほ
ど
低
い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
導
入
さ
れ
て
い
る
。

確
実
な
個
体
管
理
と
飼
料
自
給
の
両
立
。
こ
の
点
を
強
く
自
覚

し
た
試
行
錯
誤
が
問
わ
れ
て
い
る
。

〈
注
〉

1

本
稿
で
「
生
産
費
」
と
は
、
全
算
入
生
産
費
か
ら
家
族
労
働
費
、
自
己

資
本
利
子
、
自
作
地
地
代
を
除
い
た
額
を
指
す
。

2

算
出
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
呂
（
二
〇
二
一
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。

〈
参
考
文
献
〉

大
呂
興
平
（
二
〇
二
一
）
沖
縄
・
多
良
間
島
に
お
け
る
肉
用
牛
繁
殖
経
営
群

の
動
態
―
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
一
七
年
の
農
家
経
営
の
追
跡
調
査
か
ら
、

地
理
学
評
論
九
四
（
四
）、
二
一
一
―
二
三
三
。

大
呂
興
平
（
二
〇
二
〇
）
肉
用
牛
部
門
の
重
要
性
と
「
危
機
」
―
コ
ロ
ナ
禍

が
問
う
生
産
と
経
営
、
農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ

七
〇
（
九
）、
五
―
九
。

大
呂
興
平
（
二
〇
一
九
）
肉
用
牛
経
営
の
危
機
を
見
据
え
る
―
子
牛
供
給
の

停
滞
と
海
外
産w
agyu

の
増
大
、
農
業
と
経
済
八
五
（
六
）、
六
―
一
五
。

千
田
雅
之
（
二
〇
一
五
）
土
地
利
用
型
酪
農
、
肉
用
牛
繁
殖
、
飼
料
作
経
営

の
展
開
方
向
と
課
題
、
中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
資
料
一
一
、

一
―
一
一
。

農
林
水
産
省
生
産
局
畜
産
部
畜
産
振
興
課
（
二
〇
一
四
）
輸
入
飼
料
か
ら
の

脱
却
に
向
け
た
自
給
飼
料
生
産
の
拡
大
。
畜
産
の
情
報
二
九
二
、
五
―
一

〇
。
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1
�
は
じ
め
に
（
本
稿
の
課
題
）

酪
農
・
畜
産
経
営
が
危
機
に
お
ち
い
っ
て
い
る
。
本
稿
の
課
題

は
、
飼
料
問
題
の
側
面
か
ら
酪
農
・
畜
産
の
危
機
を
分
析
す
る
こ

と
で
あ
る
。

日
本
の
酪
農
・
畜
産
は
、
特
に
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
外
国

産
の
飼
料
穀
物
の
輸
入
拡
大
に
依
存
し
て
、
発
展
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
酪
農
・
畜
産
は
、
国
内
耕
種
農
業
と
切
り
離
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

酪
農
・
畜
産
経
営
は
、
規
模
拡
大
を
つ
づ
け
た
。
し
か
し
、
大

家
畜
生
産
で
は
、
必
要
と
す
る
粗
飼
料
生
産
が
規
模
拡
大
に
追
い

つ
か
ず
、
牧
草
等
の
粗
飼
料
の
輸
入
に
も
頼
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。コ

ロ
ナ
禍
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
、地
球
温
暖
化
・
気
候
危
機
は
、

日
本
の
酪
農
・
畜
産
の
か
か
え
る
飼
料
問
題
（
飼
料
基
盤
の
脆
弱

性
）
を
直
撃
し
た
。
こ
こ
で
は
、
第
一
に
、
酪
農
・
畜
産
経
営
の

生
産
費
に
占
め
る
飼
料
費
の
重
み
を
確
認
す
る
。
第
二
に
、
配
合

飼
料
価
格
の
高
騰
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
第
三
に
、

飼
料
自
給
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

2
�
酪
農・
畜
産
経
営
の
生
産
費
に
占
め
る
飼
料
費
の
比
重

流
通
飼
料
費
の
比
重

日
本
の
酪
農
・
畜
産
経
営
は
、
外
国
産
の
飼
料
穀
物
の
輸
入
に

依
存
し
て
い
る
た
め
、
生
産
費
に
占
め
る
飼
料
費
の
比
重
が
大
き

い
。物

財
費
に
占
め
る
流
通
飼
料
費
（
購
入
飼
料
費
）
の
割
合
（
図

1
）
は
、
肥
育
豚
経
営
で
は
七
割
を
超
え
て
い
る
。
都
府
県
酪
農

で
は
、
こ
の
時
期
を
つ
う
じ
て
五
三
〜
五
六
％
、
北
海
道
酪
農
で

酪
農
・
畜
産
経
営
と
飼
料
問
題
・
飼
料
対
策

神
山
安
雄

農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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も
三
二
〜
三
八
％
で
あ
る
。
都
府
県
酪
農
で
は
、
粗
飼
料
で
も
輸

入
依
存
が
高
ま
り
、
ヘ
イ
キ
ュ
ー
ブ
な
ど
粗
飼
料
の
輸
入
価
格
も

上
昇
し
、
流
通
飼
料
費
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
。

肉
用
牛
肥
育
経
営
で
も
、
穀
物
等
の
国
際
価
格
の
高
騰
し
た
二

〇
〇
七
〜
〇
八
年
、
一
一
〜
一
三
年
の
時
期
は
、
物
財
費
に
占
め

る
流
通
飼
料
費
の
割
合
が
高
い
。
二
〇
〇
七
〜
一
三
年
時
期
の
物

財
費
に
占
め
る
流
通
飼
料
費
の
割
合
は
、
乳
用
雄
肥
育
牛
で
六
〇

％
前
後
、
交
雑
種
肥
育
牛
で
五
〇
％
前
後
、
去
勢
若
齢
肥
育
牛
で

も
三
五
％
前
後
で
あ
る
。
一
〇
年
代
半
ば
か
ら
流
通
肥
料
費
の
割

合
は
急
に
下
が
る
が
、
肉
用
肥
育
も
と
牛
の
価
格
が
高
騰
し
、
物

財
費
の
な
か
で
も
と
畜
費
の
割
合
が
増
大
し
た
た
め
で
あ
る
。
も

と
畜
費
の
増
大
の
上
に
、
飼
料
費
の
増
加
が
、
肉
用
牛
肥
育
経
営

に
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

穀
物
等
の
国
際
価
格
が
高
騰
し
た
二
二
年
三
月
を
含
む
二
一
年

度
は
、
ど
の
畜
種
で
も
流
通
飼
料
費
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
。

生
産
コ
ス
ト
の
上
昇

生
産
費
の
う
ち
、
飼
料
費
だ
け
が
増
加
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
社
会
活
動
の
再
開
に
よ
っ
て
、
原
油

な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
食
料
品
価
格
も
上
昇
に
転
じ
た
。
物
財

費
の
な
か
で
は
、
光
熱
・
動
力
費
、
農
機
具
・
建
物
費
の
増
加
が

目
立
つ
。

農
機
具
・
建
物
費
の
増
加
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
対
策
で
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
規
模
拡
大
（
当
初
は
地
域
平
均
、
現
在
は
都
道
府
県
平
均

以
上
）
を
要
件
に
、
省
力
化
等
の
た
め
の
機
械
・
施
設
導
入
を
進

め
る
補
助
事
業
で
あ
る
。
機
械
・
施
設
費
は
圧
縮
記
帳
の
減
価
償

却
と
は
い
え
、
農
機
具
・
建
物
費
の
増
加
に
つ
な
が
る
。

酪
農
は
、
経
済
社
会
活
動
が
再
開
さ
れ
た
と
は
い
え
、
生
乳
需

要
が
回
復
せ
ず
、
生
乳
一
三
万
ト
ン
以
上
の
減
産
、
搾
乳
牛
の
淘

汰
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
に
、
飼
料
高
の
重
圧
が
加
わ
っ

て
い
る
経
営
危
機
な
の
で
あ
る
。

図1 物財費に占める流通飼料費の割合
（2005～2021年度）

資料；農林水産省、畜産物生産費、各年度版により作成
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3
�
配
合
飼
料
価
格
の
高
騰
と
飼
料
高
騰
対
策

配
合
飼
料
価
格
の
高
騰

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
（
二
〇
二
二
年
二

月
二
四
日
）
が
起
こ
っ
た
直
後
の
三
月
七
日
、
シ
カ
ゴ
取
引
所
の

小
麦
の
期
近
価
格
は
、
一
ト
ン
当
た
り
換
算
五
二
三
・
七
ド
ル
の

史
上
最
高
値
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
同
じ
時
期
の
三
月
初
め
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
期
近
価
格
は
一
ト
ン
当
た
り
換
算
二
九
八
ド
ル
、
大
豆

期
近
価
格
は
六
一
六
ド
ル
に
上
昇
し
た
。

輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大
豆
油
か
す
等
を
原
料
に
す
る
配
合
飼

料
価
格
（
全
畜
種
加
重
平
均
、
工
場
渡
し
、
税
込
み
）
は
、
二
一

年
に
入
っ
た
こ
ろ
か
ら
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
二
一
年
一
月
の

一
ト
ン
七
万
円
台
か
ら
二
二
年
一
月
の
八
万
三
〇
〇
〇
円
台
、
一

〇
月
の
一
〇
万
一
〇
〇
〇
円
台
へ
と
高
騰
し
た
（
図
2
―
⑵
）。

高
騰
の
直
接
の
要
因
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
っ
て
、
黒
海

地
域
か
ら
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
小
麦
等
の
海
運
輸
出
が
途
絶
え
た

こ
と
で
あ
る
。
ト
ル
コ
と
国
連
の
仲
介
に
よ
る
「
黒
海
穀
物
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
」
合
意
（
二
二
年
七
月
）
後
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

の
穀
物
輸
出
は
十
分
で
な
く
、
穀
倉
地
帯
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
・

南
部
・
中
央
部
）
が
直
接
、
戦
禍
に
さ
ら
さ
れ
た
。
地
球
温
暖
化

対
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
な
か
で
、
穀
物
・
油
糧
種
子
と
石
油

と
の
関
連
も
強
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
配
合
飼
料
価
格
の
高
騰
・
高
止
ま
り
が
つ
づ
い

て
い
る
。
配
合
飼
料
価
格
は
、
二
三
年
三
月
で
も
一
ト
ン
一
〇
万

円
台
に
あ
る
。

配
合
飼
料
価
格
安
定
基
金
制
度

配
合
飼
料
価
格
の
高
騰
対
策
と
し
て
、
配
合
飼
料
価
格
安
定
基

金
制
度
が
あ
る
。
生
産
者
・
飼
料
メ
ー
カ
ー
・
国
が
拠
出
し
て
基

金
を
造
成
、
価
格
高
騰
時
に
拠
出
基
金
か
ら
値
上
が
り
分
を
補
て

ん
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

一
三
年
一
二
月
改
訂
の
現
行
制
度
で
は
、
四
半
期
ご
と
に
、
輸

入
飼
料
原
料
価
格
の
直
前
一
年
間
の
平
均
を
〈
基
準
輸
入
原
料
価

格
〉
と
し
て
設
定
し
、
当
該
四
半
期
の
平
均
輸
入
原
料
価
格
が
基

準
を
上
ま
わ
っ
た
場
合
、
値
上
が
り
分
を
通
常
補
て
ん
基
金
（
生

産
者
・
飼
料
メ
ー
カ
ー
の
積
み
立
て
）
か
ら
補
て
ん
す
る
（
通
常

補
て
ん
）。
当
該
四
半
期
の
平
均
輸
入
原
料
価
格
が
基
準
輸
入
原

料
価
格
よ
り
一
五
％
を
超
え
て
値
上
が
り
し
た
場
合
は
、
一
五
％

を
超
え
る
値
上
が
り
分
を
異
常
補
て
ん
基
金
（
国
と
飼
料
メ
ー
カ

ー
が
二
分
の
一
ず
つ
積
み
立
て
）
か
ら
補
て
ん
す
る
（
異
常
補
て

ん
）。（
異
常
補
て
ん
が
発
動
さ
れ
た
場
合
は
、
値
上
が
り
分
の
補

て
ん
は
〈
通
常
補
て
ん
＋
異
常
補
て
ん
〉
と
な
る
。）

通
常
補
て
ん
基
金
は
、
生
産
者
が
一
ト
ン
当
た
り
六
〇
〇
円
、

飼
料
メ
ー
カ
ー
が
一
二
〇
〇
円
を
拠
出
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
飼

料
価
格
高
騰
に
よ
る
発
動
で
、
通
常
補
て
ん
基
金
の
残
高
は
二
三

年
三
月
末
時
点
に
ゼ
ロ
億
円
で
、
今
後
は
不
足
額
を
借
入
れ
で
ま
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か
な
う
。

異
常
補
て
ん
基
金
は
、
国
と
飼
料
メ
ー
カ
ー
が
二
分
の
一
ず
つ

積
み
立
て
る
が
、
こ
の
間
の
発
動
に
よ
っ
て
基
金
残
高
が
減
少

し
、
二
二
年
度
第
二
次
補
正
予
算
と
二
二
年
度
予
備
費
で
積
み
増

し
、
同
時
点
の
基
金
残
高
は
約
四
八
三
億
円
で
あ
る（
注
1
）。

配
合
飼
料
価
格
安
定
基
金
制
度
の
問
題
点

穀
物
等
の
国
際
価
格
の
高
騰
・
高
止
ま
り
が
起
こ
っ
た
の
は
、

二
一
世
紀
に
入
っ
て
二
度
目
で
あ
る
。

国
際
金
融
危
機
（
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）
の
下
で
、
穀
物
等
の

国
際
価
格
は
〇
七
〜
〇
八
年
、
一
一
〜
一
二
年
と
高
騰
し
た
。
日

本
は
、
穀
物
等
の
大
量
輸
入
国
と
し
て
世
界
農
産
物
市
場
に
深
く

組
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
穀
物
等
の
国
際
価
格
の
高
騰

に
あ
わ
せ
て
、
配
合
飼
料
価
格
が
高
騰
・
高
止
ま
り
し
た
。

こ
こ
で
も
、配
合
飼
料
価
格
安
定
基
金
制
度
が
発
動
さ
れ
た（
図

2
―
⑴
）。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
の
制
度
は
、
一
三
年
一
二
月
改

訂
前
の
旧
制
度
で
あ
る
。

旧
・
配
合
飼
料
価
格
安
定
基
金
制
度
は
、
通
常
補
て
ん
・
異
常

補
て
ん
の
仕
組
み
や
生
産
者
・
飼
料
メ
ー
カ
ー
・
国
の
積
立
金
な

ど
が
、そ
の
ま
ま
新
・
制
度
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。相
違
点
は
、

補
て
ん
発
動
の
基
準
が
旧
・
制
度
で
は
「
直
前
一
年
間
の
配
合
飼

料
価
格
（
販
売
希
望
価
格
）
の
平
均
」
に
対
し
て
、
新
・
制
度
で

は
「
直
前
一
年
間
の
輸
入
原
料
価
格
の
平
均
」
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

旧
・
制
度
は
、
基
準
が
配
合
飼
料
価
格
（
メ
ー
カ
ー
販
売
希
望

価
格
）
の
直
前
一
年
間
の
平
均
で
あ
る
た
め
、
輸
入
原
料
価
格
の

高
騰
に
即
対
応
で
き
な
い
。
四
半
期
ご
と
の
価
格
値
上
が
り
分
の

補
て
ん
の
た
め
、
高
止
ま
り
が
つ
づ
い
た
場
合
は
、
機
能
せ
ず
、

補
て
ん
が
少
額
と
な
り
、
生
産
者
の
飼
料
費
の
実
質
負
担
が
高
額

と
な
る
。
例
え
ば
、
一
三
年
度
第
1
四
半
期
は
通
常
・
異
常
補
て

ん
額
が
一
ト
ン
五
八
〇
〇
円
で
生
産
者
実
質
負
担
額
が
一
ト
ン
六

万
六
五
〇
円
、
第
2
四
半
期
は
通
常
補
て
ん
二
四
〇
〇
円
で
実
質

負
担
額
六
万
二
八
五
〇
円
、
第
3
四
半
期
が
通
常
補
て
ん
七
〇
〇

円
で
実
質
負
担
額
六
万
五
二
〇
〇
円
、
第
4
四
半
期
は
補
て
ん
な

し
で
実
質
負
担
額
六
万
五
四
〇
〇
円
で
あ
っ
た
（
図
2
―
⑴
）。

通
常
補
て
ん
基
金
が
枯
渇
し
た
場
合
、
民
間
か
ら
の
借
入
れ
に

頼
る
こ
と
に
な
り
、
基
金
は
債
務
を
負
い
、
生
産
者
・
メ
ー
カ
ー

の
積
立
金
か
ら
償
還
す
る
こ
と
に
な
る
。
メ
ー
カ
ー
は
価
格
転
嫁

で
き
る
が
、
生
産
者
は
価
格
転
嫁
で
き
な
い（
注
2
）。

配
合
飼
料
価
格
高
騰
緊
急
対
策

旧
制
度
の
問
題
点
は
、
基
準
を
輸
入
原
料
価
格
の
直
前
一
年
間

の
平
均
に
変
更
し
た
現
行
制
度
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
は
残
さ

れ
て
い
る
。
現
行
制
度
で
も
、
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
に
は
対
応

で
き
な
い
と
い
う
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。

二
二
年
度
第
2
四
半
期
は
、
通
常
補
て
ん
一
ト
ン
五
四
五
四
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図2－⑴ 配合飼料価格と価格安定基金からの補てん額の推移
（2006年7－9月期～2013年10－12月期）

資料；農林水産省、畜産・酪農をめぐる情勢、2014年3月、により作成
注1）配合飼料価格安定制度（旧制度）による通常補てん・異常補てんである。
2）配合飼料価格は、飼料会社による販売希望価格（建値、税込み）。

図2－⑵ 配合飼料価格と価格安定基金からの補てん額の推移
（2014年1－3月期～2023年1－3月期）

資料；農林水産省、飼料をめぐる情勢、2023年5月。飼料月報〈速報〉、各月版、により作成
注1）配合飼料価格安定制度（2013年12月改訂の新制度）による通常補てん・異常補てんである。
2）「緊急対策」は、配合飼料価格高騰緊急特別対策による交付金。
3）配合飼料価格は、工場渡し、税込み価格。
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円
、
異
常
補
て
ん
一
万
一
三
八
六
円
で
配
合
飼
料
価
格
の
高
騰
に

対
応
し
た
。し
か
し
、高
止
ま
り
の
つ
づ
い
た
第
3
四
半
期
で
は
、

通
常
補
て
ん
七
二
五
四
円
、
異
常
補
て
ん
四
九
六
円
で
対
応
し
き

れ
ず
、
二
二
年
度
予
備
費
等
を
財
源
に
、
配
合
飼
料
価
格
高
騰
緊

急
対
策
と
し
て
、
異
常
補
て
ん
基
金
か
ら
一
ト
ン
当
た
り
六
七
五

〇
円
を
補
て
ん
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
第
4
四
半
期
で
は
、
通

常
補
て
ん
六
二
三
円
、
異
常
補
て
ん
三
二
七
円
で
、
緊
急
対
策
と

し
て
一
ト
ン
八
五
〇
〇
円
を
補
て
ん
し
た
（
図
2
―
⑵
）。

飼
料
価
格
の
高
騰
・
高
止
ま
り
で
、
配
合
飼
料
価
格
安
定
基
金

は
枯
渇
し
た
。
異
常
補
て
ん
基
金
は
、
二
二
年
度
予
備
費
等
に
よ

り
積
み
増
し
し
た
。
し
か
し
、
通
常
補
て
ん
基
金
は
、
二
二
年
度

末
の
基
金
残
高
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
民
間
か
ら
の
借
入
れ
に
よ
っ
て

今
後
の
対
応
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
借
入
金
は
、
償
還
を
先
延
ば

し
し
な
が
ら
、
生
産
者
・
メ
ー
カ
ー
の
積
立
金
か
ら
償
還
す
る
こ

と
に
な
る
（
実
質
、
生
産
者
の
負
担
と
な
る
）。

4
�
国
内
飼
料
生
産
と
飼
料
自
給
対
策

飼
料
自
給
率
の
現
状

飼
料
自
給
率
（
全
体
）
は
、
一
九
八
五
年
度
二
七
％
、
二
〇
一

〇
年
度
二
五
％
、
二
一
年
度
二
五
％
と
推
移
し
て
き
た
。

粗
飼
料
自
給
率
は
、
八
五
年
度
九
二
％
か
ら
一
〇
年
度
七
八
％

に
下
が
り
、
二
一
年
度
は
七
六
％
で
あ
る
。

濃
厚
飼
料
自
給
率
は
、
八
五
年
度
一
一
％
、
一
〇
年
度
一
一
％

か
ら
二
一
年
度
は
一
三
％
と
わ
ず
か
に
上
が
っ
て
い
る
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画（
二
〇
年
三
月
閣
議
決
定
）は
、

一
〇
年
後
（
三
〇
年
度
）
目
標
と
し
て
、
飼
料
自
給
率
（
全
体
）

三
四
％
、
う
ち
粗
飼
料
一
〇
〇
％
（
飼
料
作
物
作
付
面
積
一
一
〇

万
ha
）、
濃
厚
飼
料
一
五
％
を
か
か
げ
て
い
る
。

自
給
飼
料
増
産
の
総
合
的
対
策

農
水
省
は
、
酪
農
・
肉
用
牛
の
生
産
基
盤
の
強
化
に
は
、
生
産

費
の
う
ち
大
き
な
比
重
を
占
め
る
飼
料
費
の
低
減
が
不
可
欠
と
し

て
、
総
合
的
な
自
給
飼
料
増
産
対
策
を
進
め
、
国
内
飼
料
基
盤
に

立
脚
し
た
生
産
へ
の
転
換
を
図
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
み
は
、
飼
料
増
産
の
推
進
―
①
水
田
の
有
効
活
用
・

耕
畜
連
携
、
②
草
地
等
の
生
産
性
向
上
、
③
放
牧
の
推
進
―
、
子

実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
生
産
・
利
用
拡
大
（
水
田
で
の
子
実
用

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
作
付
面
積
は
二
一
年
産
一
一
〇
〇
ha
）、
飼
料
生

産
組
織
（
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
・
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
等
）
に
よ
る
飼

料
生
産
の
効
率
化
、
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
（
食
品
残
さ
等
）
の
利
用
拡

大
、
で
あ
る
。

水
田
活
用
に
よ
る
飼
料
増
産

米
生
産
調
整
政
策
が
一
九
七
〇
年
度
に
は
じ
ま
っ
て
か
ら
、
飼

料
作
物
は
転
作
先
の
作
物
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
飼
料
増
産
政
策
は

米
政
策
・
水
田
政
策
に
左
右
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
六
〇
年
代
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の
飼
料
生
産
を
耕
境
内
外
に
広
げ
て
い
く
と
の
政
策
は
、
米
の
減

産
の
た
め
の
水
田
利
用
の
政
策
に
転
換
し
て
い
っ
た
。

現
在
の
仕
組
み
で
い
え
ば
、
地
目
「
田
」
で
の
飼
料
作
物
生
産

は
水
田
活
用
の
直
接
支
払
の
交
付
対
象
（
一
〇
ａ
当
た
り
三
・
五

万
円
）
で
あ
る
が
、
地
目
「
畑
」
で
の
飼
料
作
物
生
産
に
は
支
援

策
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

水
田
活
用
の
飼
料
増
産
で
は
、
近
年
、
飼
料
用
米
の
作
付
け
拡

大
が
顕
著
で
あ
る
。
主
食
用
米
の
消
費
量
が
年
一
〇
万
ト
ン
ず
つ

減
少
す
る
な
か
で
、
米
の
減
産
政
策
が
強
化
さ
れ
て
き
た
。
追
加

の
減
産
の
た
め
、都
道
府
県
に
配
分
さ
れ
て
い
る「
産
地
交
付
金
」

の
枠
か
ら
追
加
の
交
付
金
を
交
付
し
て
、
飼
料
用
米
へ
の
転
換
が

進
め
ら
れ
た
。
二
二
年
度
の
水
田
活
用
の
飼
料
用
米
は
、
加
入
申

請
ベ
ー
ス
で
一
四
・
二
万
ha
で
あ
る
。

Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
発
酵
粗
飼
料
）
用
稲
は
、
徐
々
に
拡
大
し
、
二
二
年

度
は
四
・
八
万
ha
に
な
っ
た
。

飼
料
作
物
は
、
水
田
活
用
の
交
付
金
（
基
幹
作
物
で
一
〇
ａ
三

・
五
万
円
）
と
二
毛
作
の
交
付
金
（
一
〇
ａ
一
・
五
万
円
）
の
対

象
の
合
計
で
、
二
二
年
度
一
〇
・
三
万
ha
と
、
横
ば
い
で
あ
る
。

二
毛
作
の
交
付
金
は
、
裏
作
で
の
飼
料
作
物
を
拡
大
す
る
役
割

を
果
た
し
て
き
た
が
、
現
在
は
「
産
地
交
付
金
」
枠
か
ら
の
交
付

に
な
っ
て
い
る
。
米
減
産
の
強
化
に
よ
り
、
飼
料
用
米
の
追
加
拡

大
に「
産
地
交
付
金
」か
ら
の
追
加
交
付
が
行
わ
れ
て
き
た
結
果
、

二
毛
作
の
交
付
金
は
事
実
上
、
減
額
さ
れ
て
い
る
。

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
や
飼
料
用
米
な
ど
は
、
国
内
耕
種
農
業
と
の
関
係

を
結
び
な
お
す
耕
畜
連
携
の
事
業
と
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
耕
畜
連
携
の
交
付
金（
一
〇
ａ
一
・
二
万
円
）も
、

現
在
は
「
産
地
交
付
金
」
枠
か
ら
の
交
付
と
な
り
、
事
実
上
、
減

額
で
あ
る
。

飼
料
用
米
な
ど
の
現
状

飼
料
用
米
は
、
二
一
年
度
に
一
一
・
五
万
ha
、
六
六
万
ト
ン
に

ま
で
拡
大
し
た
。
二
二
年
度
は
、
一
四
・
二
万
ha
ま
で
拡
大
の
見

込
み
で
あ
る
。

飼
料
原
料
と
し
て
の
米
の
供
給
は
、
備
蓄
米
や
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク

セ
ス
（
Ｍ
Ａ
）
輸
入
米
を
飼
料
原
料
に
仕
向
け
な
い
と
処
理
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
飼
料
用
米
に
つ
い
て
、
追
加
減
産
の
産
地
交
付
金

か
ら
の
交
付
を
と
り
や
め
、
一
般
種
へ
の
交
付
金
単
価
も
一
〇
ａ

六
・
五
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
専
用
種
へ
の
交
付
金
は
、
一

〇
ａ
八
・
五
万
円
を
基
準
に
し
た
数
量
払
い
の
ま
ま
で
あ
る
。

飼
料
用
米
は
二
一
年
度
の
生
産
量
六
六
万
ト
ン
の
う
ち
、
畜
産

農
家
へ
の
直
接
売
却
が
一
七
万
ト
ン
、
飼
料
メ
ー
カ
ー
へ
の
供
給

が
四
九
万
ト
ン
で
あ
る
。政
府
は
二
一
年
度
、所
有
米
穀
の
う
ち
、

備
蓄
米
一
七
万
ト
ン
、
Ｍ
Ａ
米
六
三
万
ト
ン
を
飼
料
原
料
と
し
て

供
給
し
、メ
ー
カ
ー
に
は
合
計
七
八
万
ト
ン
を
供
給
し
た（
表
1
）。

玄
米
は
、
飼
料
の
栄
養
価
と
し
て
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
ほ
ぼ
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同
等
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
政
府
は
、
売
渡
し
単
価
を
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
単
価
（
一
ト
ン
約
四
万
円
）
に
設
定
し
て
い

る
。
飼
料
用
米
の
単
価
も
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

水
準
で
あ
る
。

飼
料
メ
ー
カ
ー
は
、
二
一
年
度
、
合
計
一
二
七
万
ト
ン
を
飼
料

原
料
に
使
用
し
た
（
表
1
）。
メ
ー
カ
ー
の
使
用
意
向
量
を
ほ
ぼ

満
た
し
た
。
畜
種
ご
と
に
使
用
割
合
・
使
用
量
が
異
な
る
の
は
、

家
畜
の
生
理
や
販
売
畜
産
品
へ
の
影
響
を
与
え
な
い
た
め
の
配
合

可
能
割
合
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
―
牛
は
ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ

ス
の
懸
念
、
豚
は
背
脂
・
軟
肉
の
懸
念
、
採
卵
鶏
は
黄
身
の
薄
色

化
に
よ
る
一
般
市
場
流
通
へ
の
影
響
（
表
1
の
注
2
参
照
）。

飼
料
用
米
な
ど
の
か
か
え
る
課
題

飼
料
用
米
は
、
二
二
年
度
一
四
・
二
万
ha
に
拡
大
し
た
。
飼
料

メ
ー
カ
ー
は
、
飼
料
用
米
と
政
府
所
有
米
（
備
蓄
米
・
Ｍ
Ａ
米
）

の
合
計
で
、
二
二
年
度
は
飼
料
原
料
と
し
て
米
を
一
三
六
万
ト
ン

使
用
し
た
（
表
2
）。

飼
料
原
料
と
し
て
の
米
は
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
代
替
原
料
と

期
待
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
代
替

は
一
部
で
あ
り
、
こ
う
り
ゃ
ん
・
小
麦
粉
な
ど
の
代
替
と
し
て
使

用
さ
れ
、
穀
類
全
体
の
原
料
使
用
を
一
定
量
に
保
っ
て
い
る
（
表

2
）。
し
か
も
、
飼
料
原
料
と
し
て
の
米
の
供
給
に
は
、
Ｍ
Ａ
米

と
い
う
輸
入
由
来
原
料
が
相
当
量
含
ま
れ
る
。

穀
類
と
い
う
で
ん
ぷ
ん
質
飼
料
は
、
た
ん
ぱ
く
質
飼
料
と
し
て

の
大
豆
油
か
す
・
ナ
タ
ネ
油
か
す
・
魚
粉
な
ど
を
必
ず
必
要
と
す

る
。
こ
れ
ら
の
た
ん
ぱ
く
質
飼
料
原
料
も
ま
た
輸
入
由
来
原
料
で

あ
る
。

こ
う
し
た
配
合
飼
料
供
給
の
仕
組
み
は
、
多
額
の
財
政
支
出
で

支
え
ら
れ
て
い
る
。
飼
料
用
米
の
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

は
、
農
林
水
産
予
算
の
一
般
会
計
が
負
担
す
る
。
飼
料
原
料
と
し

て
の
備
蓄
米
・
Ｍ
Ａ
米
の
売
渡
し
価
格
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸

入
単
価
（
一
ト
ン
約
四
万
円
）
が
基
準
で
あ
る
。
Ｍ
Ａ
米
の
平
均

輸
入
単
価
は
一
ト
ン
約
八
万
円
で
あ
り
、
売
買
差
損
が
生
じ
る
。

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
二
一
年
度
決
算
で
は
、
食
糧
管
理
勘

定
（
米
）
の
売
買
損
失
七
五
七
億
円
で
、
管
理
経
費
（
倉
庫
料
等
）

二
一
一
億
円
を
加
え
る
と
合
計
九
六
八
億
円
の
損
失
（
赤
字
）
で

あ
る
。
内
訳
は
国
内
米
（
備
蓄
米
）
四
九
一
億
円
の
損
失
、
輸
入

米
（
Ｍ
Ａ
米
）
四
七
七
億
円
の
損
失
で
あ
る（
注
3
）。

米
の
過
剰
処
理
と
Ｍ
Ａ
輸
入
米
な
ど
「
国
際
的
な
約
束
」
の
履

行
に
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
や
食
糧
管
理
を
つ
う
じ
て
、
政
府

は
多
額
の
財
政
負
担
を
し
て
い
る
。飼
料
用
米
と
政
府
所
有
米（
備

蓄
米
・
Ｍ
Ａ
米
）
の
飼
料
原
料
使
用
は
、
そ
の
背
後
に
多
額
の
財

政
負
担
が
あ
る
。

飼
料
自
給
政
策
の
行
方

日
本
の
酪
農
・
畜
産
は
、
特
に
円
高
が
進
む
時
期
に
は
飼
料
穀

酪農・畜産経営と飼料問題・飼料対策 ��������������������
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表1 飼料用米等の供給・需要（2012～2021年度）

資料；農林水産省「米をめぐる参考資料」各年版、および「米に関するマンスリーレポート（資料編）」各年月
版、により作成

注1）使用可能量は、各飼料メーカーの使用意向量の合計（「米に関するマンスリーレポート」2021年7月（資
料編）による）

2）利用可能量は、家畜の生理および販売畜産品に影響を与えることなく給与可能と見込まれる水準。配合可
能割合は、採卵鶏20％、ブロイラー50％、養豚15％、乳牛10％、肉牛3％。

3）米引受総量は、「飼料月報」により＜使用量＋期末在庫＞として算出。

表2 配合・混合飼料の原料使用量の推移（2005～2022年度）

資料；農林水産省、飼料月報＜速報版〉、各年度、により作成
注）配合飼料・混合飼料の合計である。

単位；万トン
2012201320142015201620172018201920202021使用可能量 利用可能量

飼料用米 生産量 18 11 18 44 51 50 43 39 38 66
畜産農家へ供給 9 5 8 14 14 15 12 12 9 17
飼料会社へ供給 9 6 10 32 37 35 31 27 29 49

政府所有
米穀

飼料会社等へ供給 38 49 85 98 91 66 48 61 74 80
畜産農家へ供給 － 2 2 1 2 2 2 2
飼料会社へ供給 38 49 85 96 89 65 46 59 72 78

備蓄米 飼料会社等へ供給 2 13 38 25 21 12 10 12 19 17
MA米 飼料会社等へ供給 36 36 47 73 70 54 38 49 55 63

飼料会社 米引受総量 47 55 95 128 119 100 77 86 101 128
米使用量 47 55 95 122 119 98 74 85 95 127 129．0 450

（用途） 採卵鶏 16 17 34 39 36 30 20 24 26 38 39．9 127
ブロイラー 16 17 31 36 38 31 24 29 33 41 42．4 192
養豚 10 12 25 34 34 28 22 24 27 37 31．2 85
乳牛 3 3 6 8 7 5 3 4 5 7 8．2 32
肉牛 2 2 4 4 4 4 3 3 3 4 7．3 14

単位；万トン
2005年度 2010年度 2015年度 2020年度 2021年度 2022年度

穀類・計 1492 1499 1425 1467 1464 1460
トウモロコシ 1189 1161 1080 1184 1142 1126
こうりゃん 134 146 74 35 27 23
小麦 10 22 37 37 46 48
大裸麦 79 90 80 85 91 96
米 33 40 122 96 127 136

豆類・計 16 11 10 9 8 8
大豆・きなこ 10 8 8 8 8 8

糟糠類・計 226 246 265 268 274 281
ふすま 86 93 97 98 99 102
グルテンフィード等 83 77 74 75 77 81

植物油かす・計 468 480 444 451 452 437
大豆油かす 339 345 296 311 308 307
菜種油かす 91 103 120 111 116 102

動物性飼料・計 36 36 32 36 37 35
魚かす・魚粉 18 13 8 6 6 6
脱脂粉乳等 7 6 6 7 7 6

その他 177 182 182 186 190 186
合 計 2415 2453 2357 2417 2425 2407

�������������������� 酪農・畜産経営と飼料問題・飼料対策
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物
等
が
割
安
と
な
り
、
輸
入
依
存
を
強
め
て
き
た
。
ま
た
、
大
家

畜
生
産
で
は
、
経
営
規
模
拡
大
に
飼
料
基
盤
の
拡
大
が
追
い
つ
か

ず
、
粗
飼
料
ま
で
も
輸
入
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

水
田
活
用
の
飼
料
用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
は
拡
大
し
て
い
る
が
、

飼
料
作
物
は
約
一
〇
万
ha
の
横
ば
い
で
あ
る
。
畑
作
を
中
心
と
す

る
飼
料
作
物
生
産
は
、
こ
の
間
に
微
減
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。

自
給
飼
料
増
産
対
策
の
柱
は
、
4
節
の
冒
頭
に
述
べ
た
。
こ
の

な
か
で
、
特
に
飼
料
生
産
を
請
け
負
う
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
組
織
と

粗
飼
料
・
濃
厚
飼
料
の
混
合
飼
料
を
生
産
・
供
給
す
る
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
と
い
っ
た
飼
料
生
産
組
織
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
の
役
割
は

重
要
で
あ
る
。
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
は
、
食
品
残
さ
等
の
エ
コ
フ
ィ

ー
ド
の
利
用
増
進
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
酪
農
・
畜
産
経
営
の

転
廃
業
が
相
次
ぐ
な
か
で
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
・
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ

ー
の
運
営
も
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
耕
畜
連
携
の
事
業
推
進
と
あ

わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
飼
料
生
産
組
織
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
へ
の
支

援
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

自
給
飼
料
増
産
対
策
は
、
田
作
で
は
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
対
象
と
な
る
が
、
畑
作
で
の
飼
料
増
産
は
、
生
産
組
織
化

や
機
械
・
施
設
導
入
の
た
め
の
補
助
事
業
が
中
心
で
あ
る
。
条
件

不
利
地
域
対
策
（
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
）
や
多
面
的
機

能
支
払
で
は
、〈
草
地
〉
も
対
象
で
あ
る
が
、
交
付
金
単
価
は
低

く
、
集
落
組
織
に
対
す
る
交
付
で
あ
る
。
畑
作
で
の
飼
料
増
産
に

対
し
て
、
個
別
経
営
に
対
す
る
直
接
支
払
の
仕
組
み
を
つ
く
る
べ

き
で
あ
る
。

畜
産
的
土
地
利
用
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
耕
境
外
で
の
放
牧

利
用
や
混
牧
林
利
用
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
鳥
獣
害
対
策
や
持

続
可
能
な
農
業
・
食
料
シ
ス
テ
ム
の
た
め
に
も
、
耕
境
内
外
で
の

畜
産
的
土
地
利
用
を
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
る
。

5
�
ま
と
め
に
か
え
て

飼
料
問
題
は
、
コ
ロ
ナ
禍
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
・
気
候
危
機
の

な
か
で
、
食
料
危
機
の
表
れ
の
ひ
と
つ
と
し
て
生
じ
て
い
る
。
酪

農
・
畜
産
問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
。
広
く
食
料
・
農
業
問
題
の

一
画
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
問
題
や
地
球
温
暖
化
・
気
候

危
機
の
問
題
と
も
関
連
づ
け
て
、考
え
て
い
く
べ
き
問
題
で
あ
る
。

注（
1
）
農
林
水
産
省
、
畜
産
・
酪
農
を
め
ぐ
る
情
勢
、
二
〇
二
三
年
五
月
、

に
よ
る
。

（
2
）
配
合
飼
料
価
格
安
定
基
金
制
度
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
森
剛
一
「
日

本
の
畜
産
と
飼
料
政
策
の
方
向
」（
小
林
信
一
編
著
『
日
本
を
救
う
農

地
の
畜
産
的
利
用
』
農
林
統
計
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
第
9
章
）。
ま

た
、
同
書
所
収
の
神
山
安
雄
「
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定
対
策
と
飼
料

基
金
」（
同
書
、
第
6
章
）。

（
3
）
政
策
審
議
会
食
糧
部
会
提
出
資
料
「
麦
の
参
考
統
計
表
」（
農
林
水
産

省
）、
二
〇
二
三
年
三
月
、
に
よ
る
。
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今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
酪
農
政
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本

稿
の
目
的
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
そ
の
前
提
に
、
ア
メ
リ
カ
の
酪
農

の
現
状
を
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
酪
農
政
策
は
、
そ
の
な

か
で
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

Ⅰ

ア
メ
リ
カ
の
酪
農

⑴

ア
メ
リ
カ
の
牛
乳
生
産
量
と
消
費
量

二
〇
二
二
年
の
ア
メ
リ
カ
の
牛
乳
生
産
量
は
一
億
三
〇
〇
万
ト

ン
。
世
界
生
産
量
の
一
八
・
九
％
に
あ
た
り
、
世
界
の
第
二
位
で

あ
る
（
表
1
）。

ア
メ
リ
カ
は
国
土
が
広
く
、
全
国
に
耕
地
と
と
も
に
牧
草
地
も

広
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
二
〇
二
二
年
の
牛
乳
消
費
量
（
主
と
し
て
飲
用
）

は
二
〇
九
〇
万
ト
ン
（
表
2
）。
世
界
の
一
〇
・
七
％
。
世
界
第

三
位
で
あ
る
。

生
産
量
と
消
費
量
の
差
八
二
〇
〇
万
ト
ン
は
、
乳
製
品
と
な

る
。
そ
の
う
ち
の
、
一
定
部
分
が
輸
出
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

⑵

酪
農
生
産
構
造

ア
メ
リ
カ
の
酪
農
生
産
は
、
大
規
模
酪
農
場
が
中
心
を
な
し
て

い
る
。

乳
牛
・
雌
牛
を
五
〇
〇
頭
以
上
飼
養
す
る
酪
農
場
は
三
四
六

四
、
全
酪
農
場
五
四
、
五
九
九
の
六
・
三
％
で
あ
る
が
、
そ
の
乳

牛
飼
養
数
は
六
〇
三
万
九
〇
〇
〇
頭
。
総
乳
牛
飼
養
数
一
〇
一
〇

万
四
〇
〇
〇
頭
の
五
九
・
八
％
＝
約
六
割
に
あ
た
る
（
表
3
）。

基
準
を
二
〇
〇
頭
以
上
と
す
れ
ば
、
そ
の
シ
エ
ア
は
七
一
・
五

％
に
も
及
ぶ
（
表
4
）。

乳
牛
の
飼
養
は
大
規
模
酪
農
場
に
集
中
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ア
メ
リ
カ
の
酪
農
と
酪
農
政
策

服
部
信
司

東
洋
大
学
名
誉
教
授

������������������������� 農村と都市をむすぶ2023．7
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日
本
に
目
を
向
け
れ
ば
（
表
4
、
表
5
）、
日
本
に
お
い
て
二

〇
〇
頭
以
上
の
乳
牛
を
飼
養
す
る
経
営
体
は
六
一
〇
で
あ
り
、
そ

の
飼
養
数
は
三
五
万
三
五
〇
〇
頭
、
全
飼
養
数
一
三
五
万
三
五
〇

〇
頭
の
二
六
・
一
％
。
ア
メ
リ
カ
七
二
％
の
三
分
の
一
程
度
に
と

ど
ま
る
。

⑶

酪
農
地
帯
：
ア
メ
リ
カ
全
土
に
分
布

表
6
は
、
ア
メ
リ
カ
の
州
・
農
業
地
帯
別
の
乳
牛
・
雌
牛
数
を

示
す
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
酪
農
地
帯
は
、
ア

メ
リ
カ
全
土
に
広
が
っ
て
い
る
。

中
心
は
、
五
大
湖
地
帯
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
大
豆
の
主
産
地
：

イ
ン
デ
イ
ア
ナ
、
ア
イ
オ
ワ
、
イ
リ
ノ
イ
州
）
で
あ
る
が
、
そ
の

シ
エ
ア
は
、
二
二
・
八
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
反
面
、
ニ
ュ
ヨ
ー
ク
を
含
む
東
北
区
が
一
三
・
五
％
、
太

平
洋
岸
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
が
一
八
・
四
％
を
占
め
て
い
る
。
一

州
で
一
五
％
を
超
え
て
い
る
の
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
だ
け
で
あ

る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
乳
牛
飼
養
場
で
は
、
乳
牛
へ
の
飼
料
の

給
餌
や
牛
舎
の
清
掃
・
管
理
に
あ
た
る
労
働
者
を
メ
キ
シ
コ
か
ら

の
移
民
に
よ
っ
て
い
る
。
一
つ
の
飼
養
場
に
、
数
人
―
一
〇
数
人

の
労
働
者
が
働
い
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
う
し
た
仕
事
に
は
、

白
人
労
働
者
は
就
き
た
が
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

日
本
の
乳
牛
飼
養
経
営
は
、
北
海
道
に
集
中
し
て
い
る
。
表
7

の
よ
う
に
、
乳
牛
飼
養
経
営
体
の
四
二
％
（
一
五
六
〇
戸
）、
飼

養
総
数
の
六
二
％
（
一
八
万
五
〇
〇
〇
頭
）
が
、
北
海
道
に
集
ま

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑷

ア
メ
リ
カ
の
乳
価

二
〇
二
二
年
の
ア
メ
リ
カ
の
農
場
販
売
乳
価
は
、
一
〇
〇
ポ
ン

ド
（
四
五
・
三
㎏
）
当
た
り
二
五
・
三
四
ド
ル
（
一
ド
ル
一
三
〇

円
と
し
て
三
二
九
四
円
）
で
あ
っ
た
（
表
8
）。
二
〇
二
〇
年
、

二
〇
二
一
年
に
比
べ
、
約
四
割
も
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア

メ
リ
カ
の
国
内
要
因
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
―
危

機
に
よ
る
国
際
的
要
因
に
よ
る
物
価
上
昇
の
複
合
的
結
果
と
考
え

ら
れ
る
。

二
〇
二
三
年
の
農
場
販
売
乳
価
も
、
な
お
、
二
〇
一
年
よ
り
も

一
三
％
上
昇
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
複
合

的
要
因
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
は
、
な
お
引
き
続
い
て
い
る
の
で
あ

る
。⑸

ア
メ
リ
カ
の
酪
農
場
の
収
支

ア
メ
リ
カ
農
務
省
は
、
酪
農
場
に
お
け
る
一
〇
〇
ポ
ン
ド
（
四

五
・
三
㎏
）
当
た
り
の
生
産
額
と
生
産
費
を
公
表
し
て
い
る
（
表

9
）。そ

れ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
一
年
の
収
益
（
生
産
額
―
生
産
費
）

アメリカの酪農と酪農政策 �������������������������

４９



表1 主要国の牛乳生産量（2021、2020，2022）（100万トン）

注1）アメリカ農務省の予測。
資料：USDA, Dairy World Markets and Trade, Dec. 2022, p.2.

表2 主要国の牛乳消費量（2018、2020、2022）（100万トン）

資料：USDA, op. cit. p.14.

表3 アメリカ：乳牛規模別農場数と乳牛数（2019）

USDC（アメリカ商務省）、2017 Census of Agriculture, Vol.1, pt.51,p.23

表4 乳牛200頭以上を飼養する農場（家）とその飼養数：アメリカと日本

注1）括弧内は、全体数に占める％。
資料：USDC, 2017 Census of Agriculture, Vo.1,pt.51,p.23,

農林水産省、ポケット農林水産統計2021，293頁。

国・地域 2021 20221） 20231）
EU 144．8（26．6） 143．9（26．4） 143．0（26．0）
アメリカ 102．6（18．8） 103．0（18．9） 104．1（18．9）
インド 96．0（17．6） 97．0（17．8） 99．5（18．1）
中国 36．8（6．7） 39．2（7．2） 40．9（7．4）
日本 7．5（1．4） 7．6（1．4） 7．7（1．4）
世 界 545．2（100） 544．1（100） 549．5（100）

国・地域 2018 2020 2022
EU 24．0（12．5） 23．8（12．4） 23．7（12．1）
アメリカ 21．0（10．9） 21．0（10．9） 20．9（10．7）
インド 83．0（43．2） 85．0（44．1） 87．5（44．8）
中国 15．6（8．5） 16．3（8．5） 16．7（8．5）
日本 4．05（2．1） 4．07（2．1） 4．07（2．1）
世 界 192．0（100） 192．7（100） 195．3（100）

乳牛規模（頭） 農場数 乳牛数（1．000）
1－49 28，411（52．0） 721（7．2）
50－99 12，137（22．2） 890（8．8）
100－199 6，757（12．4） 964（9．5）
200－499 3，880（7．1） 1，188（11．8）
500－999 1，511（2．7） 1，039（10．2）
1000－2999 1，239（2．3） 1，956（19．4）
2500－4，999 525（1．0） 1，476（14．6）
5000－ 189（0．3） 1，568（15．5）
総 計 54，599（100） 10，104（100）

アメリカ 日本
農場（家）数 7，344（13．0） 610（4．5）
乳牛飼養数（1000） 7，227（71．5） 354（26．1）
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表5 日本：乳牛規模別農家数と乳牛数（2021）

資料：農林水産省、ポケット農林水産統計、2021，293頁、同HP、2023年5月3日。

表6 アメリカ：州・農業地帯別、乳牛・雌牛数（2018）

資料：USDA、Agricultural Statistics 2021,p.Ⅷ-2．

乳牛規模（頭） 農家数 乳牛数（1000）
1－19 2，710（20．0） 59．6（4．4）
20－29 1，740（12．9） 63．4（4．7）
30－49 3，280（24．2） 190．6（14．0）
50－79 2，820（20．9） 264．3（19．5）
80－99 946（7．0） 127．6（9．4）
100－199 1，420（10．5） 100頭以上634．4（46．7）
200－ 610（4．5） うち200頭以上353．5（26．1）
総 計 13，526（100） 1，353（100）

州 農業地帯 乳牛・雌牛（1000） ％
ペンシルベニア 東北区 525 5．6
ニュヨ－ク 〃 625 6．6
バーモント 〃 128 1．4

1，278 13．5
インデイアナ コーンベルト 187 2．0
アイオワ 〃 220 2．3
オハイオ 〃 264 2．8

671 7．1
ウイスコンシン 酪農地帯 1，275 13．5
ミシガン 〃 426 4．5
ミネソタ 〃 454 4．8

2，156 22．8
テキサス 南部小麦地帯 530 5．6
ニュ－メキシコ 〃 332 3．5

862 9．1
ワシントン 太平洋岸北部 225 2．4
アイダホ 〃 500 5．3
オレゴン 〃 124 1．3

849 9．0
カリフォルニア 灌漑地帯 1，740 18．4

アメリカ全体 9，432 100

アメリカの酪農と酪農政策 �������������������������
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表7 日本：主要県の乳牛飼養農家と乳牛飼養数（2022）

資料：農林水産省、ポケット農林水産統計2022、207頁。

表8 アメリカの農場販売乳価（2018－2022）（ドル／ポンド1））

注1）1ポンド＝0．453㎏。
注2）アメリカ農務省の予測（2023年5月）
資料：USDA, World Agriculture Supply and Demand Estimates (WASDE), May 2023.

表9 アメリカの酪農場：生産額と生産費（100ポンド2）当たり）（2021，2022）

注1）不払い労働（家族）のコスト、自己所有地についての機会コストを含む（全体の5．4％相当）。
注2）45．3㎏．
資料：USDA, Milk production costs and returns per hundred weight sold by state, May 2023

表10 アメリカ：酪農マージン保護計画（DMCP1））への支出額（億ドル）

注1）DMCP：Dairy Margin Coverage Program
注2）推定（農務省）。
注3）予算（農務省）。
注4）Commodity Credit Corporation：農務省において農産物についての資金支出を行う。
資料：USDA, 2023 Budget Summary ,p.25. アメリカ農務省HP（2023、5月30日）

道県 農家戸数 飼養数（1000）
北海道 1．560（41．8） 185（61．7）
岩手 765（5．8） 40（2．9）
茨木 292（2．2） 21（1．5）
栃木 615（4．6） 55（4．0）
千葉 453（3．4） 28（2．0）
全 体 13，300（100） 1，371（100）

2021 2022
生 産 額（Ａ） 20．11 27．57
うち、牛乳 （18．49） （25．50）
生 産 費1）（Ｂ） 23．04 27．62

差（収益）（Ａ－Ｂ） －2．93 －0．05

年 2020 2021 2022 20232）

乳 価 18．13 18．53 25．34 20．56
（100） （102） （140） （113）

2018 2019 2021 20222） 20233）
DMCP 2．3（0．2） 10．7（0．7） 7．7（0．3） 15．8（0．6） 9．9（0．5）
農務省CCC4）総額 1，370（100）1，560（100）2，352（100）2，608（100）2，077（100）
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は
マ
イ
ナ
ス
二
・
九
三
ド
ル
、
二
〇
二
二
年
の
場
合
は
マ
イ
ナ
ス

〇
・
〇
五
ド
ル
で
あ
っ
た
。

こ
の
場
合
、
生
産
費
に
は
、
不
払
い
労
働
（
家
族
労
働
の
賃
金

分
）
や
自
分
の
所
有
地
に
つ
い
て
の
コ
ス
ト
相
当
部
分
も
含
ま
れ

て
お
り
、
そ
の
部
分
は
、
二
〇
二
一
年
で
一
・
二
四
ド
ル
、
二
〇

二
二
年
で
一
・
四
九
ド
ル
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
除
外
す
る
と
、
二
〇
二
一
年
の
収
益
は
マ
イ
ナ
ス
一
・

六
九
ド
ル
、
二
〇
二
二
年
は
プ
ラ
ス
一
・
一
四
ド
ル
と
な
る
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
一
定
程
度
の
改
善
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

⑹

酪
農
場
の
政
府
依
存
度

酪
農
場
の
収
入
源
の
一
つ
で
あ
る
酪
農
マ
ー
ジ
ン
保
護
計
画
へ

の
政
府
支
出
額
を
示
す
表
10
を
見
る
と
、二
〇
一
八
、二
〇
一
九
、

二
〇
二
一
、
二
〇
二
二
の
四
年
間
平
均
の
同
計
画
へ
の
支
出
額
は

九
・
一
三
億
ド
ル
、
農
務
省
Ｃ
Ｃ
Ｃ
（
農
務
省
に
お
い
て
政
府
資

金
の
資
金
支
出
を
行
う
機
関
）
の
支
出
総
額
の
平
均
は
年
一
九
七

三
億
ド
ル
で
あ
る
か
ら
、
年
平
均
支
出
額
の
割
合
は
〇
・
四
六
％

で
小
さ
い
。

酪
農
マ
ー
ジ
ン
保
護
計
画
で
判
断
す
る
限
り
は
、
酪
農
場
の
政

府
依
存
度
は
小
さ
い
と
い
え
る
。

Ⅱ

ア
メ
リ
カ
の
酪
農
政
策

酪
農
へ
の
本
格
的
な
政
府
か
ら
の
支
出
が
行
わ
れ
た
の
は
、
二

〇
〇
八
年
か
ら
で
あ
る
。

⑴

二
〇
〇
八
年
農
業
法
に
お
け
る
酪
農
政
策
：
中
小
酪
農
場

が
主
対
象

二
〇
〇
八
年
農
業
法
に
お
け
る
酪
農
農
村
補
償
は
、
所
得
補
償

の
対
象
者
を
大
幅
に
限
定
し
て
い
た
二
〇
〇
年
酪
農
市
場
喪
失
補

償
を
修
正
し
、

①
飼
料
コ
ス
ト
が
七
・
三
五
ド
ル
／
ポ
ン
ド
（
一
、
九
四
七
円

／
一
〇
〇
㎏
）
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
割
合
に
応
じ
て
、

基
準
の
目
標
価
格
を
引
き
上
げ
る
、

②
対
象
量
を
二
九
八
・
五
万
ポ
ン
ド
（
一
三
五
〇
ト
ン
：
搾
乳

牛
一
七
〇
―
一
七
五
頭
に
相
当
）
と
し
、
そ
れ
ま
で
よ
り
も
二
四

％
引
き
上
げ
る
、
と
し
た
。

だ
が
、
対
象
数
量
を
二
四
％
拡
大
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
総
対

象
数
量
は
全
牛
乳
生
産
量
の
三
〇
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
大
規
模
層

の
生
産
し
た
牛
乳
は
、
一
部
し
か
カ
バ
ー
さ
れ
ず
、
大
規
模
経
営

体
は
、
不
満
で
あ
っ
た
。

⑵

二
〇
一
四
年
農
業
法
：
数
量
限
定
を
外
し
、
大
規
模
経
営

を
全
面
的
に
対
象
に

二
〇
一
四
年
農
業
法
は
、
そ
れ
ま
で
の
酪
農
所
得
損
失
補
償
に

代
え
て
、
酪
農
マ
ー
ジ
ン
保
護
計
画
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
対
象
を
全
生
産
者
の
す
べ
て
の
牛
乳
と
す
る
、
と
し
た
。
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表11 酪農マージン保証計画（DNC）の保証水準と年掛け金
（100ポンド1）当たりドル）

注1）100ポンド＝45．3㎏。
注2）利用しえず。
資料：USDA, Dairy Margin Coverage Program 2022, Oct. 2022.

表12 酪農マージン保証（DMC）計画への参加経営体（2019年9月）

資料：USDA, 2019 Dairy Margin Coverage Program Enrollment Report, Sept. 2, 2019

保証水準（ドル） 乳量実績：年500万ポンド以内 乳量実績：全年、500万ポンド以上
4．00 なし なし
4．50 0．0025 0．0025
5．50 0．005 0．005
5．50 0．030 0．100
6．00 0．050 0．310
6．50 0．070 0．650
7．00 0．080 1．107
7．50 0．090 1．413
8．00 0．100 1．813
8．50 0．105 Ｎ／Ａ2）
9．00 0．110 Ｎ／Ａ
9．50 0．150 Ｎ／Ａ

農業地帯 州 生産実績のある
酪農経営（Ａ）

DNC参加経営
（Ｂ）

参加率（％）
（Ｂ／Ａ）

コ－ンベルト ミズ－リ 596 354 59．4
イリノイ 553 412 74．5
アイオワ 974 719 73．8
オハイオ 1，084 742 68．5

五大湖 ミネソタ 2，765 1，985 71．2
ウイスコンシン 6，700 5，028 75．0
ミシガン 1，123 742 66．3

東北区 ニュヨ－ク 2，723 1，885 69．3
ペンシルベニア 2，490 1，615 64．9
バージニア 387 264 68．2
メリ－ランド 242 170 70．3

太平洋岸 カリフォルニア 1，227 711 58．0
全 体 26，832 18，230 67．9
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ア
メ
リ
カ
の
酪
農
政
策
は
、
そ
れ
ま
で
の
中
小
規
模
層
の
牛
乳

生
産
を
主
た
る
対
象
と
す
る
所
得
補
償
政
策
か
ら
、
大
規
模
層
の

牛
乳
生
産
を
含
め
て
全
牛
乳
生
産
を
対
象
と
す
る
酪
農
マ
ー
ジ
ン

保
護
計
画
に
代
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
次
の
二
〇
一
八
年
農
業
法
に
引
き
継
が
れ
る
。

⑶

二
〇
一
八
年
農
業
法
に
お
け
る
酪
農
マ
ー
ジ
ン
保
証
計
画

（
Ｄ
Ｍ
Ｃ
）

酪
農
マ
ー
ジ
ン
保
護
計
画
（D

airy
M
argin

C
overage

Program

：
Ｄ
Ｍ
Ｃ
。
以
下
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
）
で
は
、
酪
農
マ
ー
ジ
ン

の
保
証
水
準
が
四
ド
ル
／
一
〇
ポ
ン
ド
か
ら
九
・
五
ド
ル
へ
と
〇

・
五
ド
ル
刻
み
で
設
定
さ
れ
て
い
る
（
表
11
）。

二
か
月
間
の
平
均
マ
ー
ジ
ン
（
全
国
平
均
牛
乳
販
売
価
格
マ
イ

ナ
ス
全
国
平
均
飼
料
コ
ス
ト
）が
、保
証
水
準
を
下
回
っ
た
場
合
、

支
払
い
を
受
け
ら
れ
る
。

支
払
額
は
、｛（
保
証
水
準
）
マ
イ
ナ
ス
（
二
か
月
間
の
平
均
マ

ー
ジ
ン
）｝
ｘ
（
保
証
率
）
ｘ
（
過
去
三
年
間
の
う
ち
の
最
高
の

生
産
量
）ｘ
一
／
六
｝、
ま
た
は
、（
直
近
二
か
月
間
の
生
産
数
量
）

の
う
ち
、
少
な
い
方
）
と
な
る
。
二
か
月
間
が
単
位
だ
か
ら
、
六

分
の
一
を
乗
じ
る
の
で
あ
る
。

政
府
に
支
払
う
管
理
料
は
、
一
〇
〇
ド
ル
。
保
障
水
準
に
応
じ

た
掛
け
金
は
、
表
11
の
ご
と
く
で
あ
る
。
生
産
量
の
大
き
な
経
営

体
の
方
が
、
掛
け
金
は
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
九
年
の
実
績
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
酪
農
経
営
の
六
八
％

が
参
加
し
て
い
た
（
表
12
）。
最
低
の
保
障
水
準
＝
四
ド
ル
に
大

規
模
酪
農
場
が
参
加
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

⑷

制
度
発
足
か
ら
一
〇
年

酪
農
マ
ー
ジ
ン
保
障
計
画
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
今
年
で
一
〇
年

目
と
な
る
。
こ
の
制
度
が
ア
メ
リ
カ
農
業
の
実
情
に
あ
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

今
後
の
持
続
的
発
展
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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編
集
後
記

最
近
、
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
で
あ
る
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を

巡
っ
て
様
々
な
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
政
府
は
推
進

一
辺
倒
、
今
や
多
く
の
自
治
体
で
活
用
に
向
け
た
準
備
等
も
進
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。
幅
広
い
分
野
の
問
い
に
対
し
、
詳
細
に
回
答

を
導
き
出
す
こ
と
か
ら
、
学
校
現
場
で
の
活
用
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
語
訳
で
は「
生
成
可
能
な
事
前
学
習
済
み
変
換
器
」。

個
人
情
報
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
蓄
積
し
、
問
い
に
対
し
て

求
め
る
答
え
を
導
き
出
し
、
同
じ
問
い
に
対
し
て
も
様
々
な
パ
タ

ー
ン
の
回
答
を
得
ら
れ
る
と
し
て
、
多
く
の
企
業
も
導
入
し
て
い

く
と
の
こ
と
。
誤
字
・
脱
字
と
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
の
な
い
筆
者
の

編
集
後
記
は
、
真
っ
先
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
危
険
が
。

一
方
、
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
制
に
違
反
す
る
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
に
ア
ク
セ
ス
を
禁
止
す
る
国
も
あ
り
、
我
が
国
で
も
活

用
や
導
入
後
の
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
使
い
方
を

間
違
え
る
と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
を
招
く
の
で
は
？
と
危

惧
す
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
回
の
特
集
は
、「
畜
産
経
営
の
危
機
を
ど
う
乗
り
越

え
る
か
」
で
す
。
小
林
先
生
の
リ
ー
ド
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
我

が
国
の
畜
産
を
巡
っ
て
は
、
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
加

え
、
急
速
な
円
安
に
よ
る
飼
料
価
格
の
高
騰
と
販
売
価
格
の
連
続

的
な
下
落
、
さ
ら
に
は
、
コ
ス
ト
削
減
の
為
の
生
産
抑
制
な
ど
が

悪
循
環
と
な
り
、
経
営
困
難
に
よ
る
離
農
・
廃
業
の
増
加
と
い

う
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、

畜
産
経
営
費
の
三
〜
七
割
を
占
め
る
飼
料
価
格
は
、
こ
の
毎
年
の

よ
う
に
上
昇
す
る
な
か
、
自
給
飼
料
の
拡
大
が
強
く
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
経
営
規
模
や
農
地
・
牧
草
地
の
確
保
、
さ
ら
に
は
、

農
機
具
と
燃
料
費
の
高
騰
等
な
ど
、
簡
単
に
は
進
ま
な
い
現
状
に

も
あ
り
ま
す
。

本
誌
で
は
、
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
我
が
国
の
酪
農
・
畜
産
に

対
し
、
生
産
現
場
か
ら
の
視
点
、
現
行
法
制
度
下
で
の
対
応
、
自

給
飼
料
生
産
に
向
け
た
展
開
方
向
、
畜
産
的
土
地
利
用
、
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
酪
農
な
ど
、
各
分
野
五
人
の
方
々
か
ら
分
析
・
提
言

を
頂
き
ま
し
た
。食
料
安
全
保
障
上
、我
が
国
の
酪
農
・
畜
産
は
、

極
め
て
重
要
な
位
置
付
け
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。「
ど
う
乗
り
越
え
る
か
」
は
読
者
の
皆
さ
ん
を
含
め
、
国
全

体
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
今
回
の
表
紙
写
真
は
、
農
林
水
産
省
の
出
先
機
関
で

あ
る
北
海
道
農
政
事
務
所
釧
路
地
域
拠
点
か
ら
提
供
頂
き
ま
し

た
。
非
現
・
独
法
の
各
職
場
で
も
農
林
水
産
に
関
係
す
る
多
く
の

デ
ー
タ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
提
供
頂
け
る
写
真
が
あ
れ
ば

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
チ
ャ
ッ
ト
何
と
や
ら
に
負
け
ず
、
読

者
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
冊
子
づ
く
り
に
心
が
け
ま
す
。

（
柴
山
）

５６


